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15

第７の啓示は、幸福と苦難とをしばしば感ずることなど。そして罪によるものではなくとも、時に

なぐさめのない状態になる必要があること── 15 章。

　この後、主は私の魂に、この上なき霊的歓喜をお与え下さいました。私はいかなる苦痛の恐れか

らも解放され、力強く支えられ、永遠の平安に満たされました。この心持ちはとても悦ばしく、は

なはだ霊的なもので、私は全き平穏と安息のうちにあり、地上で私を悩ませるものは何もありませ

んでした。しかし、これはほんのつかの間しか続かず、私は見離されて、孤独にされ、我が身と生

の重さに疲れて自らを呪い、生きる気力を持つことがなんとしてもできませんでした。私には、信

仰と希望と愛以外に、慰めと安息はなかったのですが、実際のところそれらを持ち合わせてはいた

ものの、実感できることはほとんどありませんでした。そしてこのあとすぐ、我々のありがたき主

は再度、私に魂の慰めと安息を下さいました。歓びと安らぎは恵みにあふれて力強く、この世のい

かなる恐れも悲しみも苦痛も、私を悩ませることはありませんでした。それからふたたび苦痛を感

じ、それからまた嬉しさと歓びを感じ、あるときは一方、またあるときは他方と、何度も繰り返し、

おそらく 20 回ぐらいは繰り返したかと思います。そしてその歓びの時には、聖パウロとともに、「キ

リストの愛から私を遠ざけるものはなにもなし」と言えるほどでした。そして苦痛の時には、ペテ

ロとともに、「主よ、お助け下さい。死にそうです」と言えるくらいでした。

　私の考えによれば、この幻視が示されたのは、あるときは慰めを手にし、あるときは信仰を失っ

て孤独になることが好ましい、そういった魂がある、ということを示すためでした。苦しみの時に

も歓びの時にも等しくしっかりと神は我々を養って下さっているということを、我々が知ることを

神は望んでおられます。そして、魂のために、決して罪がその理由ではなくとも、人は時にひとり

にされるのです。というのも、この時、私はひとりにされなければならないような罪は犯しません

でした。本当にそれは予想外のことだったのです。そしてまた、私はこの至福の心持ちを味わうに

はあたらない者でもありました。しかし我らが主は、み心のままに惜しまず、至福を与えて下さい

ますし、時には我々が苦しむこともお許しになります。そしてその両者ともに、ひとつの愛による

ものなのです。なぜなら、我々が力の限り自らを歓びのうちに置くことが、神のご意志なのです。

神の恵みは永遠に続くものであり、一方苦痛は一時的なもので、救われるべき者にとっては無とな

るべきものであるからです。ですから神のご意志は、我々が悲しみ嘆きながら苦痛に翻弄されるこ

とにあるのではなく、一時にして苦痛を耐えしのぎ、絶えなき歓びのうちに我々が自ら身を置くこ

となのです。
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16

第８の啓示は、死に赴くキリストの最後の悲しき痛み、お顔の色の変化、および肉体の乾きについ

て── 16 章。

　この後、キリストは死を間近にした受難の一光景をお示し下さいました。乾いていて血がまった

く付いていないうるわしいお顔を拝見しましたが、お色は悪く、死に赴く色でした。そしてそれか

ら次第に死が迫ってくるにつれ、さらにお顔の色が悪くなり、死者の色となり、もだえ、そしてさ

らに死に近づき、青白くなり、またそれから一層土気色になりました。そう申し上げるのも、その

お方の受難は、とりわけありがたいお顔に、特に唇に表れているように私には思われたからです。

そこに、私は４つの色を見ました。それは以前は生き生きと赤みが差し、見目麗しいお色でした。

この重大な死、これは見るも悲しき変りようでした。そしてまた、乾いて鼻がくっつき、私の目に

はありがたきお体がどす黒い色に映りましたが、すべては生き生きとしたお美しいお方自身のお色

から、乾いた死へと変化したものでした。なぜなら、我々の主であり、救い主であられるお方が十

字架の上で亡くなられたまさにその時は、乾いてごう音をたてる風が吹き荒れる、とても寒い日と

私の目には映り、そして、尊き血があらん限り甘美なお体から流れ出した時でさえも、まだキリス

トの甘美な肉体には水分が残っているものと見えました。完全な出血と痛みとからなる内なる乾き

と、外からの吹き荒れる風と寒さとが、キリストのありがたき肉体において一体となったのです。

そしてこれら４つ、外からの２つと、内なる２つが、時の経過とともにキリストの肉体を乾かした

のです。この痛みは厳しく激しいもので、私には長い時間続いたように思われ、そしてキリストの

肉体に宿る生き生きとした精神をも、すっかりと干し上げてしまいました。このように、私はあり

がたき肉体が滅びるさまを目にしました。見たところ、少しずつ少しずつ驚嘆すべき痛みとともに、

乾いていくように見えました。そして、キリストの肉体にいかばかりかでも精神の欠けらが残され

ている限り、そのお方は痛みにさいなまれたのでした。まさに旅立ちの時を迎え、最後の苦痛を耐

え忍びながら死を迎える様子は、この長きにわたる苦しみのために、そのお方が死してからあたか

も７日もの時が流れたかのように私には感じられました。そのお方が死してから７日も経っている

ように思えたと申し上げたのは、ありがたきお体が徐々に死を迎えたため、死後７日も経過したか

のようにはなはだ色を失い、とても乾き、非常に固くなり、見目恐ろしく、この上なくおいたわし

く思えたからです。そして、キリストの肉体の死が、そのお方の受難のうちでも最大かつ最終的な

痛みである、と私には思われたのでした。

17

４つのものによってもたらされた凄惨なキリストの肉体的な乾きについて。また悲痛な戴冠につい

て。そして、本性に基づいてに愛する者にとってのこの上なき苦痛について── 17 章。

　そして、この死に至る中で、キリストの「私はかわく」というお言葉が私の心の中に思い起こさ
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れました。なぜなら、私はキリストに二重の「かわき」を見たからです。ひとつは肉体的なもの、

もうひとつは霊的なものですが、後者については 31 章でまた申し上げましょう。というのも、私

が思うに、この言葉は肉体から水分が失われた乾きのために示されたものであったからです。と言

いますのも、ありがたき肉と骨とが血液も水分もない状態で放置されたのです。ありがたいお体は、

くいに突通され、体の重みで引き絞られたまま、長時間、ただただ乾きました。というのは、あり

がたいお手とお御足が柔かであったがために、くいの大きさ、硬さ、そして鋭さによって、長い時

間はりつけにされていたために、体の重みでお体が下へと下がり、傷が広がっていったのだ、と私

は思いました。そして、頭を突通し、絞るように締め付ける冠。すべてが乾いた血とともに乾きき

り、ありがたき髪が血で絡み、もつれ、乾いた肉がとげに、そしてとげが肉へと絡み付き、死が近

づいて来ました。また当初、肉体がみずみずしく、出血している間には、絶えず刺さっているとげ

が傷口を広げていきました。そしてさらに、ありがたき皮と柔かな肉が、髪と血ともろともにとげ

によって辺り構わずずたずたに引き裂かれたように骨から浮き上がり、それはあたかも垂れ下がっ

た湿布が、自然な水分を持っているので、ぶら下がっている重さのために、急ぎはがれ落ちるかの

ようでした。そして、それは私にとって大変な悲しみであり恐れでもありました。なぜなら、肉が

引き裂かれ落ちるのを見たいとは決して願わなかったのですから。どうしてそうなったのかは、私

は目にはしませんでしたが、それは鋭いとげと、荒々しく激しく、取れないようにと無慈悲に冠を

載せた結果だと思い至りました。

　これはしばらく続きましたが、まもなく様子が変り始め、私は見つめながら、どうしたことかと

驚嘆しました。そして私はそれが次のようだと理解しました。肉が乾きはじめ、冠の重みを受けな

がら、肉が茨の冠に広がりはじめたのです。そして、冠をすっかりと包み込み、まるで冠の上にま

た冠を載せたかのようになりました。茨の冠は血の色で染まり、もう一方の冠と頭はみなひと色、

血が固まって乾いた時の色でした。お顔やお体の肉の皮と思えるものは少なく、しわが寄って黄褐

色になり、焼きを入れた木の板が乾いた時のようでした。そしてお顔はお体よりも一層土気色でし

た。私は４つの乾きを目にしたのです。ひとつは出血により血が無くなったためのもの。２つ目は

その後の苦痛によるもの。第３には、布を乾かすために干すように、空中に吊るされたことによる

もの。第４には、体の自然な営みは水分を必要とはしたものの、キリストがあらゆる苦痛や苦悩に

さいなまれている間に、いかなる手助けも施されなかったことによるもの。ああ、なんと堪難く過

酷なものだったのでしょうか。そのお方の苦痛は。ですが、さらに一層堪難く過酷だったのは、水

分が無くなり、あらゆるものが乾きはじめ、このように干からびた時でした。ありがたき頭に表れ

た痛みは、次のようなものでした。ひとつは、死に往くお方にまだ水分があるうちにもたらされた

もの。もうひとつは、そのお方を強風が外側から一層乾かしていくために、縮みながら乾いていく

ゆっくりとした痛み。そして、寒さによって痛みを加え、それは私の想像を超えるものでした。そ

して、ほかにも痛みはありましたが、それらについて私が申し上げられることは、ほんのわずかに

過ぎないことが分かりました。なぜなら、それは語ることができないものであるからです。

　キリストが味わったこの苦痛の啓示によって、私は痛みで満たされました。なぜなら、私はその

お方がひと度しか苦しまれなかったことを存じてはおりましたが、まさにそのお方は、私にお示し

になることを望まれたように苦しまれ、私が以前に願ったように、私を受難の心持ちで満たすこと

を望まれたのでした。そして、キリストが苦しまれている間中、私にはキリストの苦しみ以外の苦

126

（35）



茨女短大紀№ 33（2006）3-4

しみは全く感じられませんでした。それから、「自分が請い願った痛みがどんなものであるか、ほ

とんど何も知らなかった」と思いました。そして、愚かであったと自らを悔いました。というのも、

それがどんなものか知っていたのなら、請い願いなどしなかったものを、と思ったからでした。な

ぜなら、その私の経験した痛みは、肉体の死を超えた痛みである、と感じられたからです。「この

ような痛みは外にあるのだろうか」と考えました。すると心の中に答えが聞こえてきました。「地

獄もまた痛みなり。絶望あるが故に。しかれども、救いへと連なる痛みのうち、最大の苦痛はこれ

なり。汝の愛する者が苦悶する姿を目にすること」いったい、私の命そのものであり、私の恵みそ

のものであり、私の喜びそのものであるお方が苦しまれるお姿を目にする以上の痛みがありましょ

うか。ここに私はまことに感じました。私はキリストを、自分自身を愛するよりもずっと愛してお

り、そのお方が苦悶しておられるのを目にした際に感じた以上の悲痛を感じることなど、有り得は

しないのだと。

18

我らが聖母と、キリストを愛する外の者たちとの、精神的殉教について。そして良きものも、悪し

きものも、あらゆるものが、いかにキリストとともに苦しんだか── 18 章。

　ここに私は、我らが聖母マリア様の哀れみの一部を見ました。なぜなら、キリストと聖母はとて

も深い愛でひとつに結ばれていたために、キリストに対する聖母の大きな愛が、聖母の大きな苦痛

のもととなったのです。というのも、私はここに恩ちょうによって保たれ、被造物がキリストに対

して持つ自然な愛の本質を見たのです。この自然な愛は、キリストのありがたき母上にこの上なく

豊かに表れており、そしてまたあふれんばかりのものだったのです。なぜなら、聖母がキリストを、

外のいかなるものよりも愛すれば愛するほど、聖母の痛みは外のあらゆる痛みをしのぐことになる

のですから。なぜなら、その愛が気高く、強く、やさしいものであればあるほど、愛する者の肉体

が苦痛にさいなまれるのを目にすることは、愛する者にとってそれだけ一層悲しいものとなるから

です。そしてキリストのすべての弟子たちと、キリストを真に愛する者たちもみな、自分自身の肉

体的な死よりも激しい痛みを耐え忍びました。なぜならば、私の感覚からすると、その者たちのう

ちで一番取るに足らぬ者でも、自分のことよりもずっとキリストのことを愛しており、その苦痛が

筆舌に尽くしがたいものであったことは、疑う余地はないからです。

　私の理解によれば、私はここにキリストと我々との強い絆を見て取りました。なぜなら、キリス

トが苦痛にさいなまれていたとき、我々も苦痛にさいなまれていたのですから。そして、苦痛を味

わうことができるものはみなキリストとともに苦痛を味わいました。つまり、我々の役に立つよう

にと神がお造りになったすべてのものが、苦痛を味わったのです。キリストの臨終に際して、天空

と大地とが、悲しみのために、その本来の活力を失いました。なぜなら、キリストを自らの活力の

源である神として知ることは、それらの本来の特質だからです。キリストが力を失ったとき、それ

らもキリストとともに、痛みへの共感から、可能な限りに力を失うことが自然であり適切なことだっ

たのです。そしてこのようにして、キリストの友人たちは苦痛を、愛ゆえに、味わったのです。そ

125

（36）



愛の啓示──ノリッジのジュリアン：試訳－その２

茨女短大紀№ 33（2006）3-5

して広く皆が－－すなわち、キリストを知ることがなかった者たちが－－神の知られざる力強い養

い以外のあらゆる慰めを失ったため、苦しむこととなったのです。私は二種類の人々を思い描いて

います。それは次のふたりによって理解されることでしょう。ひとりはピラトであり、もうひとり

はフランスの聖デオヌシスですが、当時デオヌシスは異教徒でした。というのも、デオヌシスがそ

の時に現れた不可思議で驚くべき悲しみや畏ろしい光景を目にした際に、デオヌシスは次のように

述べたのです。「世界が終りを迎えたか、自然を造られた方が苦しんでおられる」そうして、デオ

ヌシスは祭壇に「これは未知なる神の祭壇なり」と書かせました。神は善性から、天体や自然の力

が本来の役割どおり、幸いなる者にも、呪われし者にも役立つように取り計らっておられますが、

その時に、神は両者から身をお引きになったのでした。そして、当時悲しんだのは、神を知ること

のなかった者たちだったのです。

　こうして、我らが主イエスは、我々のために辱められ、そして我々はこのようにイエスとともに

辱められたままなのです。そして、後に述べるように、神の恵みを手にするまでは、我々は辱めら

れたままなのです。

19

心安らかに十字架を見つめること。また、魂の同意がない肉の欲はいかに罪とはならないか。そし

て、肉と魂とがキリストにおいてひとつになるまでは、肉は耐えつつ、苦痛のうちにあらねばなら

ぬこと── 19 章。

　この時、私は十字架から目を離して見上げてみようかと思いましたが、控えました。なぜかとい

うと、十字架を見つめていれば、自分は安全で、安心だ、と承知していたからです。ですから、私

は自らの魂を危険にさらす気にはなれなかったのです。なぜなら、十字架の周りでは、悪魔たちが

先陣を我がものにしようと競い合っており、まったく安心など欠けらも無かったのです。すると心

の中に、親切心からの申し出だ、と思われる声が聞こえてきました。「その者の父君を見るため、

面を上げ、天を見よ」と。そして、十字架と天とのあいだに私を害するものは何も存在しないとい

うことは、信仰においては承知しておりましたが、見上げるかどうするか、答えざるを得ないと思

いました。魂のありとあらゆる内なる力を振り絞って、私は心の中で、「いいえ、それはいたしか

ねます。なぜならあなた様が私の天国なのですから」と答えました。私がそう言ったのは、天に昇

りたくはなかったからなのです。というのは、そのお方に依らずして天に昇るよりも、最後の審判

の日までその苦痛の中にいたかったからなのです。なぜなら、私をこのように厳しく罰したお方、

必ずやそのお方ならば、お望みになられる時に私を許して下さるはず、と私はよく承知していたか

らです。こうして私は、自分の天国としてイエスを選ぶということを教えられました。もっとも私

は当時、苦しまれているお姿でしかそのお方を存じませんでしたが、私にはイエス以外の天国は好

ましいものではありませんでした。なぜなら、そのお方は私がそこに至る時、私の至福となるお方

なのですから。そして、この受難と悲しみの時に、イエスの恵みを得て、そのお方を私の天国に選

んだというこのことが、ずっと長いこと私にとってひとつの慰めとなっておりました。そしてつま
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りそれが、健やかなる時も苦しき時も、常に私の天国としてイエスのみを選ぶべし、という教えな

のでした。

　そして、取るに足りぬ罪深き者である私は──以前申し上げたようにどんな痛みか前もって知っ

ていたなら、請い願いなどはしなかったものを、と──後悔いたしましたが、ここに真に悟ったの

です。それは魂の同意なしの肉のつぶやき、悪態であったと。ですが、これについては、神はとが

めだてしたりはいたしません。後悔することと、意志をもって選択することは、その時の私がひと

つのことに感じた相対する２つのことがらです。そして、それはふたつの部分から成っています。

ひとつは外的なもの。もうひとつが内的なものです。外的なものは、今苦痛と苦難の中にあり、そ

して現世ではきっとそうしたものなのでしょう。我々の罪深き肉的なものです。この時に私はこの

ことを強く感じましたし、それが後悔した部分でした。内的な部分は、まったくの平安と、愛のう

ちなる高みにある祝福された営みで、これはより密かに感じ取られたものでした。そしてこちらこ

そが、私が強く懸命に、心の底から私の天国であるイエスを選ぶところなのです。そしてここに私

はまじまじと、内なる部分が、外なる部分の主人であり君主であり、そして外なる部分の命令を聞

いたり、意思を思い計ったりすることはなく、すべての意図や意思は、我々の主イエスと永遠にひ

とつになるために決定されるものだ、と理解しました。外の部分が内の部分を導いて同意に至る、

という道筋は示されませんでした。そうではなく、恵みによって内なる部分が外の部分を導くので

す。そして、両者が至福のうちに、キリストのおかげをもって永遠にひとつになるのです。このこ

とが示されたのでした。

20

キリストの言語を絶する受難について。また受難に関して常に記憶すべき３つのことがらについて

── 20 章。

　そしてこのようにして、我らが主、イエスが衰弱していかれるお姿を、私はしばらく見ておりま

した。というのも、神性との合一が、人性に対し、すべての人がよく耐えうる以上に、愛のために

耐える力を与えてくれたのでした。つまり、すべての人が耐え忍ぶことができる以上の苦痛という

だけではなく、そのお方は、原始から最後の日までの、すべての救われるべき人が理解し得る以上

の、あるいは十分に考え得る以上の苦しみを、最高位におられるありがたき王の誉れと、惨めで憎

むべき苦渋に満ちた死とを考慮に入れながら、耐えられた、ということなのです。というのも、最

高位におられ、最も誉れ高きそのお方が、全く完膚なきまでにおとしめられ、この上なく軽蔑され

たのですから。なぜなら、受難のうちで理解されるべきことがらの精髄は、苦しまれた方がどのよ

うな方であるかを考え、それを知ることなのです。

　そしてこれに際し、そのお方は、栄えある神性の気高さと高貴さを、心の中に少し見せて下さい

ました。そして同時に、ありがたきお体の大切さと、柔和さも見せて下さいました。これらはひと

つに結びつけられるべきものなのです。そしてまた、我々の自然な本性のうちにある、苦痛を嫌う

性をも見せて下さいました。なぜならば、そのお方は、最も柔和で汚れ無きお方であったのに加え、
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最も果敢に、最もよく苦痛に耐えたお方でもあったからです。そしてそのお方は、救われるべきひ

とりびとりの罪のために苦しまれたのです。そしてすべての人の悲しみと寂しさとを目にされ、自

然な本性と愛ゆえに、苦しまれたのです。というのも、聖母がそのお方の苦しみをお嘆きになった

のと同じように、そのお方は聖母が苦しまれたために、苦しみを耐え忍ばれました。そしてそれ以

上に、そのお方の人性はもともと、より誉れ高きものなのです。なんとなれば，そのお方は耐えら

れる限り我々のためにお耐えになり，我々のために苦しまれたのです。そして今やそのお方は復活

され、もはや苦しまれることはなくなりましたが、今でも我々とともに耐え忍んでいらっしゃるの

です。

　そして、そのお方の恵みを通じて、これらすべてを見つめながら、そのお方が我々の魂に対して

持っておられる愛は、とても強いものであり、そのお方は決然と、大いなる願いを込めて苦痛を選

びとり、謙虚に、大いに満足して苦痛を忍ばれたということを、私は見て取りました。というのも、

このように、それを見つめる魂は、恵みに触発されている際に、キリストの痛みが、まさにすべて

の痛みを超越しているものだということを目にするのです。それはつまり、その痛みが、キリスト

の受難のおかげをもって、永遠に続くあふれんばかりの喜びへと変えられるものである、というこ

となのです。

21

キリストの受難を見つめる、３つの見方について。そして今や、我々はキリストとともに十字架の

上で死なんとしているが、そのお方のお色が、いかにすべての苦痛を消し去るか── 21 章。

　私の理解では、我々が受難に対し３つの見方をすることが、神のご意志なのです。まず始めに、

そのお方が耐え忍んだ苦痛を、痛悔と同情心とをもって見ること。そしてこの時に、我らが主はそ

のことをお示しになり、私に苦痛を見るための力と恵みとを与えて下さいました。私はあらん限り

の力を振り絞って、そのお方の旅立ちを見つめ、そのお方の肉体がすっかり死に至ったかと思った

のですが、そうではないことがわかりました。そしてまさに時を同じくして、どう考えてみても、

もやは生きながらえることはできないだろうし、終末の啓示も当然のものと私には思われました

が、私がその同じ十字架を見つめていると、突然、そのお方のありがたきお顔の表情が変りました。

そのお方のありがたきお顔の表情が変ったことで、私の顔つきも変り、私はこの上なくうれしくな

り、快活になりました。すると我らの主が喜々として、私の心にお言葉をもたらしたのです。「さあ、

受難の苦痛や、汝の嘆きに、何の意味があろうぞ」そして、私はすっかり快活になりました。主の

お心づもりでは、我々は今、そのお方といっしょに十字架の上におり、死へと向かいながら、苦痛

と受難を経験しているのだ、と私は理解しました。そして我々がそのお方のご助力と恩ちょうを得

て、最後の瞬間までその十字架にとどまっていると、突然、そのお方は、我々に見せる顔色をお変

えになるのです。そして我々はそのお方とともに天国へと参るのです。現世と来世の間には時間の

隔たりはなく、そこでは、すべての者に喜びがもたらされます。そして、この啓示において、その

お方はそのように意図しておられます。「汝の痛み、あるいは汝の苦難の、どこに意味があろうぞ」
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と。そして、我々はみな十全に祝福されることになるのです。

　ここに私は、そのお方が恵みに満ちたお顔を今我々に見せて下さったのならば、地上にもどこに

も我々をさいなむ苦痛はなく、すべては我々にとって喜びであり恵みであるはずだ、と強く感じま

した。しかし、そのお方が、この世で担った受難の時と、十字架とを、我々にお示しになるのです

から、我々は自らの弱さのままに、そのお方とともに苦しみ、もがくのです。そして、なぜそのお

方が苦しまれるのかというと、そのお方の至福の中で、そのお方の善性から、ともに我々を高みへ

いざなおうと願っておられるからなのです。そして、この世で経験するこのほんの小さな痛みのお

かげで、我々は、高らかに、終りなく、神を知ることとなるのです。これは、この痛みなくしては

不可能なことなのです。そして、十字架の上で、そのお方とともに経験する痛みが、激しいもので

あればあるほど、我々の誉れはそのお方のみ国で、一層大きなものとなるのです。

22

第９の啓示は、天国の３つの喜びなどについて。そしてたとえその必要がなくとも、できるのであ

れば、我々のために苦しむことを日々願っておられるキリストの無限の愛について── 22 章。

　その後、我々の主、イエス・キリストがお尋ねになりました。「我が汝のために苦しんだことに、

汝は十分満足しているや、いなや」と。私は、「はい、善き主よ。ありがとうございます。もちろ

んです、善き主よ。あなた様が祝福されますように」と、申し上げました。すると、我々のやさし

き主であるイエスが言われました。「汝が満足であらば、我も満足なり。我が汝のために受難を耐

え忍んだことは、我が喜び、至福、尽きることなき歓喜である。そして、我がさらに苦しむことが

できるのであれば、喜んでもっと苦しもうぞ」このように感じながら、私の心は天上へと引き上げ

られ、私はそこに３つの天国を目にし、その光景に大いに驚きました。そして私は３つの天を目に

はしましたが、すべてはありがたきキリストの人性のうちにあるものなのです。どれをとっても、

より優れているということも、より劣っているということもなく、またより高いということも、よ

り低いということもなく、みな等しく至福に包まれているものなのです。

　なぜなら、キリストは私に第１の天国として父なる神を、肉的なお姿としてではなく、父なる神

の特質と、父なる神の働きとしてお見せ下さいました。つまり、私はキリストのうちに父なる神が

いることを見たのです。父なる神の働き、とはこうです。父なる神は、み子であるイエス・キリス

トに報いを与えます。この贈物、すなわちこの報いは、イエスにとって至福に満ちあふれたもので

あり、父はこれ以上に子の気に入る報いを与えることはできません。第１の天国は、それはすなわ

ち父なる神の喜びのことですが、私にはひとつの天と見え、そしてとても至福に満ちあふれたもの

でした。なぜなら、父はイエスが我々の救済のために行った数々の行いにすっかり満足しておられ

るからです。ですから、我々はキリストのあがないゆえにキリストのものであるというばかりでは

なく、またキリストの父のありがたき贈物によって我々はキリストの至福であり、我々はそのお方

の報いであり、我々はそのお方の誉れであり、冠でもあるのです。そうです、このことは特別な驚

きであり、とても喜ばしい光景なのです。我々がキリストの冠であるということは。

121

（40）



愛の啓示──ノリッジのジュリアン：試訳－その２

茨女短大紀№ 33（2006）3-9

　私が語っているこのことは、イエスにとってとても大きな至福であるので、イエスは自らのあら

ゆる労苦や、大変な受難、また残忍かつ辱めを受けた死を、一向に気にかけてはおりません。そして、

次のように申されます。「もしや、もっと苦しむことができるのであらば、喜んで苦しまん」私は

ここに実にまざまざと、イエスはできるのであれば何度でも死することを望まれ、そうするまでは、

愛がイエスに休息することを決して許さない、ということを見て取りました。そして私は、かのお

方が、できるのであれば一体何度死するお考えなのか、知りたくて懸命に見つめましたが、おかし

なことに、その数字はあまりに大きすぎて頭を素通りし、私にはまったくもってわかりませんでし

た。そしてイエスはそのように何度も死した、あるいは死する定めにあったのに、それでも愛のた

めに何事もなかったように振る舞われることを望まれました。なぜなら、そのお方にとって、その

お方の愛に比べればすべては取るに足りないことであったからです。というのも、ありがたきキリ

ストの人性は一度しか苦しむことができませんでしたが、キリストにおける善性は決して贈物をや

めることがないのです。日々、可能な限り、手を差し伸べる準備が万端に整っているのです。なぜ

なら、そのお方が私の愛のために新しく天と地とを造ると約されれば、それはたやすいことなので

す。なんとなれば、そのお方が望まれれば、このようなことは何の雑作もなく日々行われ得ること

だからです。ですが、人の理性を超えるほどの回数にわたって、私への愛のために死するというこ

とは、私の考えでは、神が人の魂に提供し得る最高の贈物だと思います。

　そうして、そのお方は次のように意図しておられるのです。「では、汝への愛のために我ができ

る限りのことを尽さない、としたらいかん。そのような行いが我を苦しめることなし。なぜなら、

我は自らのひどい苦しみを顧みず、汝への愛のために何度も繰り返し死ぬることを欲したのである

から」そしてここに、私はこのありがたい受難を２度目に凝視するにあたって、そのお方を苦しめ

ることとなった愛とは、天が地上のはるか上にあるように、そのお方のあらゆる苦痛をはるかにし

のぐものであることを理解しました。なぜならば、その苦痛は、かつて愛の働きによってなされた

気高く、誉れ高い行いであるからです。そして、愛は太古から存在し、今もあり、永劫にわたって

存在し続けるものなのです。この愛について、そのお方は次のようにすばらしいお言葉を述べてお

られます。「もし我がさらに苦しむことができるのであらば、さらに苦しもうぞ」そのお方は、「我

がさらに苦しむことが必要なら」とおっしゃっられたわけではありません。というのも、そうする

ことが必要がないとしても、可能であればそのお方はそうすることを望まれるのです。我々の救済

に関するこの行い、このみ業は、神ができうる限りに整えられました。そして私はここにキリスト

における十全な至福を見ます。なぜなら、キリストの至福は、もしさらによいものにできるのであ

れば、十全な至福であるはずはなかったのですから。

23

キリストは、キリスト自らとともに我々が我々のあがないを喜ぶことをどんなに望んでおられるか。

そして、そうすることができるように、我々がキリストの恵みを願うことをどんなに望んでおられ

るか── 23 章。
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　そして、次の３つのお言葉、「それは喜び、至福であり、我にとりてこの上なく好ましいことな

り」のうちに、３つの天国が示されました。そしてそれは、以下のものです。喜びについて、私は

「父」の喜びを理解しました。そして至福については、「子」の誉れを。そして、この上なく好まし

いこととしては「聖霊」を。父は喜び、子はあがめられ、聖霊は満ち足りておられます。そして私

はここに、ありがたき受難を観想すること３度目にして理解しました。すなわち、受難に満足する

キリストの喜びと至福とを目にしたのです。というのも、我々の思慮深き主は、私に５通りに受難

をお示しになったのです。そのうちの第１は、頭部からの出血。第２はお顔から血の気が引いたこと。

第３は鞭打たれたお体にできた傷からの大量出血。第４は深い死。これらの４つについては、受難

の苦痛として以前に申しました。そして５つ目が、受難の喜びと至福として示されたのでした。と

いうのも、我々が自らの救済について、神とともに心から喜ぶということが、神のご意志だからな

のです。そしてそこで、我々が力強く慰められ、勇気づけられることを、神は望んでおられ、また、

我々の魂が神の恵みで満たされることを、楽しげに望んでおられるのです。なぜならば、我々は神

の至福であり、神は我々のうちに終りなく喜びを見いだされ、そうして我々も神の恵みを得て、未

来永劫にわたって神に喜びを見い出すものなのです。そして、そのお方がこれまでになされたこと、

今なされること、そしてこれからなさること、のすべては決してそのお方には重荷でも負担でもあ

りませんでしたし、そのはずもなかったのです。ただその方が我々の人間性に関してなされたこと

といえば、ありがたきご誕生から、復活祭の朝に復活するまで、我々のあがないのための重荷と負

担を、実際の行為を通じて背負われた、ということなのです。そしてその行いを、以前申し上げま

したように、そのお方は際限なく楽しまれるのです。

　イエスは我々が、ありがたき三位一体神のうちにあり、我々の救いとなる至福に心を砕き、以前

申しましたように、そのお方の恩ちょうを得て、できうる限りに霊的な喜びを願うようにと望んで

おられます。それは言い換えるなら、我々の救済を喜ぶということは、我々がこの世に生きている

うちに、キリストができうる限り我々の救済を喜ぶことである、とたとえられましょう。三一神が

キリストの受難においてなさったことのすべて、あふれんばかりの徳や恵みを、そのお方を通じて

我々にお贈り下さりながら、しかしながら、聖母のみ子ただお一方が苦しまれたこと。このことす

べてを、ありがたき三一神は永遠に喜ばれているのです。そしてこのことは、次のお言葉に示され

ています。「汝は十分に満足したやいなや」そしてキリストのおっしゃられた「汝が満足なら、我

も満足なり」という別なお言葉によっても。それはあたかも次のようにお述べになっているかのよ

うでした。「さあらば、我には十分な喜びであり、満足である。我は汝に我の労苦に対する何の対

価も一切求めぬこととせん。もし我が汝を十分に満足させたのであらば」

　そしてこのお言葉によって、主は、気前よく人にものを分け与える人の性質を、私に思い起こさ

せました。好んで人にものを分け与える人は、分け与える物にはとん着しません。望み願うことは、

なにかを自分が与える人が喜び，慰められる、ということだけなのです。そしてもし受け取った人が、

贈物をありがたく思い、感謝してくれれば、親切な贈り手は自分が愛する者が喜んでくれて、元気

づけられたことに対する喜びとうれしさによって、自らの出費や苦労をものともしないものなので

す。あふれんばかりに、十全にこのことが示されました。また、この「これから」という語の大切

さについて、よく考えを巡らせて下さい。なぜかというと、そこに、キリストの受難から発するあ

またの喜びとともに、そのお方が我々の救いに対してもっている高度な愛の秘密がある、と示され
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たのですから。ひとつは、そのお方は自らの行いでそれを成し遂げられたことを喜んでいらっしゃ

り、そしてそのお方はもう決して苦しまれないこと。もうひとつは、そのお方は我々を天国へとあ

がなって下さり、我々を自らの冠として下さり、永遠の至福として下さっていること。そしてもう

ひとつは、そうすることによって、我々を地獄の限りなき苦痛から救ってくださったこと。

24

第 10 番目の啓示は、我らが主イエスが、ありがたき自らのお心が２つに裂かれるのを、歓びながら、

愛のうちにお示しになられること── 24 章。

　それから、喜色満面のお顔で、我らが主は喜びのうちにご自分のわき腹をのぞき込み、見つめて

おられました。主がいとおしそうに傷口を見つめておられると、私の理性はまさにその傷口のとこ

ろから、主のお体の内部へと導かれました。そしてそれから主は、美しく喜ばしい場所を、救われ

るべきすべての人にとって十分な広さがあり、みなが愛と平安のうちに安心して憩うことができる

場所を、示して下さいました。その後、主は、この上なくありがたい血と貴重な水分のことを思い

起こさせて下さいました。愛のために、主はそれらをすべて流れ出させたのです。そしてありがた

く見つめていると、主はありがたきみ心がまっ二つに引き裂かれる場面を示して下さいました。そ

して、この無上の喜びとともに、主は私の理性にありがたき神性の一部を見せてくださいました。

鈍重な魂が理解するにはあまりにも鮮烈すぎるほどに、と言えるほどです。それはつまり、いにし

えからあり、今も存在し、未来永劫にわたる無限の愛なのです。そしてこれとともに、我々のよき

主はたいそう至福に包まれて、「さあ、いかに我が汝を愛したことか」とおっしゃいました。それ

はあたかも次のようにおっしゃっておられるかのようでした。「いとおしき者よ。凝視せよ。汝が

主を、汝が造り主であり、汝が尽きせぬ喜びである汝が神を見よ。汝の救済が、いかほど我が喜び

であり至福であるか、悟るべし。しかる後に、我が愛故に、我とともに喜びを分かち合おうぞ」そ

して、よりよく理解できるようにと、次のありがたいお言葉が述べられました。「さあ、よく見て、

理解せよ。いかに我が汝を愛したことか。我は死ぬる前に汝をこよなく愛し、汝のために死すこと

を欲したのである。そして今や汝のために死し、耐えうることは好んで耐えた。さて、今や我のあ

らゆる悲痛とすべての苦痛とは、我と汝にとり、尽きることなき喜びと至福となった。今や汝が、

我が好むところを請い願ったとしたら、我がそれを喜んで汝に許さぬことなどがあり得ようか。な

んとなれば、我が喜びは、汝の神聖さ、汝の尽きせぬ喜び、そして汝が我とともにある至福なので

あるから」これが、このありがたい、「さあ、いかに我が汝を愛したことか」という言葉について、

私ができる限りやさしく言えることです。これをお示しになったのは、我々のよき主が、我々を喜

ばせ、楽しませるためであったのです。

25
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第 11 番目の啓示は、かのお方のいとありがたき母上を霊的に、見事にお示しくださったこと──

25 章。

　そして、まったく同じ明るさと喜びにあふれた表情で、我らがよき主は右側をご覧になり、私の

心を、受難の折に我らが聖母がお立ちになっていた場所へと、お導きになりました。そして、「汝

は母を見ることを欲するや」とおっしゃいました。このやさしきお言葉で、そのお方は次のように

おっしゃっているようでした。「我がありがたき母を見んことを汝が欲しておることはよく承知し

ておる。何となれば、我を除けば、汝に示すこと能う最高の喜びは、我が母なれば、我にとり、至

高の喜びかつ誉れなり。かつまた母は、我が被造物のうちで最も見ることを望まれるものなり」

　そして、そのお方がこのありがたき乙女、至福の母、我らが聖母マリアに対して抱いている特別

で、驚嘆に値し、まれなる愛ゆえに、そのお方は、聖母がとても楽しまれているお姿をお示しくだ

さいました。それはあたかも次のありがたいお言葉のように、そのお方が語っておられるようでし

た。「汝は我がいかに母を愛しておるか悟ったか。我が母を愛する愛と、母が我を愛する愛とのう

ちに、汝が我とともに歓喜することが可能となるようにと愛しておることを」そしてまた、このあ

りがたいお言葉をもっとよく理解できるようにと、我らが主は救われるべきすべての人に対して、

あたかもそれがひとりの人であるように、次のようにおっしゃられるかのように、話しかけられま

す。「聖母のうちに、汝がいかに愛されているか見て取りたいか。というのも、汝への愛ゆえに我

は聖母を高貴に、気高く、誉れ高く造ったのだ。そしてこのことは我も気に入っておる。ゆえに我

は汝もそれが気に入ることを欲す」なぜなら、そのお方自身を除いては、聖母が最も見目麗しきも

のであるからです。ですが、この点に関して、この世にあるうちに、聖母の肉体的なお姿を目にす

ることを願うようにと、教えられたことはありません。そうではなく、聖母のありがたき魂の徳を

請い求めるようにと、教えられました。聖母の真実、知恵、愛を。そうすることによって、己を知

り、恭しく我が神を畏れるようになるであろうと。そして我らがよき主がこれをお示しになり、「汝

は聖母を見ることを欲するか」とのお言葉をお述べになられたとき、私は答えて申しました。「はい、

よき主よ。ありがとうございます。はい、よき主よ。御意のままに」私はこのことをしばしば祈り、

肉体的なお姿で聖母を見たいと願ってはおりましたが、そのように聖母を目にする機会はありませ

んでした。そしてイエスはそのお言葉のうちに、聖母の霊的なお姿を私にお示しになりました。ま

さに以前拝見したように、お小さく、純粋なお姿で。そしてその時、主は聖母を、気高く、高貴で、

誉れ高く、すべての生き物のうちで主にとって最も好ましいものとしてお示しになりました。そし

て主は、主を好もしく思う者がみな、聖母をも好もしく思うべきであり、そして主が聖母を好もし

く思い、聖母が主を好もしく思うその思いのうちにみながあるべきである、ということが知られる

ことをお望みです。そして、さらに一層よく理解できるようにと、そのお方はこの例を示してくだ

さいました。もし、人がどんな生き物よりも特にある生き物を愛しているのであれば、その者は自

分がたいそう愛しているその者をみなに愛してもらい、気に入ってもらいたいと考えるものである、

と。そして、イエスが「汝はマリアを見ることを欲するや」とお尋ねになられたこのお言葉を、そ

のお方が私にマリア様を霊的にお示しになられながら私におかけくださるのに最もふさわしいマリ

ア様についてのお言葉だと感じました。なぜなら、我らが主は外ならぬ聖母マリア様を私にお示し

になったのですから。そしてマリア様を、主は３度お示しになられました。はじめは、マリア様が
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生みの苦しみを耐えておられるお姿。２番目は十字架のもとで悲しみにうちひしがれておられるお

姿。そして３番目が、今やうれしく、栄光にあふれ、お喜びに満ちあふれているご様子。

26

第 12 の啓示は、主である我らが神とは、ただただ至上の存在であるということ── 26 章。

　そしてこの後、以前に拝見したときよりも、我らの主がより威厳を帯びたお姿をお示しになった

ように思います。そしてここに、私は教えられたのです。そのお方こそがまったき喜びであり、気

取りなくやさしく慈愛にあふれ、生命そのものであることを我々の魂が知り、そのお方のみ前に我々

の魂が進み出るまでは安息を得ることはない、ということを。我らが主、イエスは、しばしばおっ

しゃいました。「我なり、我なり、至高のものは我なり。我なり、汝が愛するものは。我なり、汝

が好むものは。我なり、汝が仕えるものは。我なり、汝が求めるものは。我なり、汝が望むものは。

我なり、汝が欲するものは。我なり、すべては。我なり、聖なる教会が汝に教え説くものは。我な

り、ここに汝に示されたものは」そのお言葉の数々は、私の知恵や、あらん限りの理解力や、全身

全霊の力をもってしても、及ばないものではありますが、私には至高のものと思われます。という

のも、そこにすべてが込められているからです。それについて、語ることは私にはできません。で

すが、それらが示されるのを目にした際の喜びは、心が望みうる最高のもの、魂が欲しうる限りの

ものでした。ですから、そのお言葉はここにつまびらかにはいたしません。ですがそれは、みなが、

理解力と愛の強さに応じて神から与えられる恵みにしたがって、主のみ心のままに、ひとりびとり

受け取るものなのです。

27

第 13 番目の啓示は、我らが主である神は、偉大な気高さのうちに自らがなされた創造のすべてな

どを、我々がよく尊重することを望んでおられること。そして苦痛によるのでなければ罪を知るこ

とはできないこと── 27 章。

　主はこの後、私が以前主に対して持っていた望みを思い出させて下さいました。そして私は、罪

こそが私の行く手を阻んだものだ、と理解しました。それ故に、広く我々みなを見つめてみました。

そして、罪が存在しなかったのであれば、主が我々をお造りになられたままに我々はみな清らかで、

我らが主のようであったのに、と思われました。そしてこのように、自らの愚かさのためなのです

が、このとき以前は、なぜ先見の明ある神の大いなる英知によって、罪の起こりが妨げられなかっ

たのかと、よく疑問に思っておりました。なぜなら、そうであればすべてがうまくいっていたはず

だ、と私には思われたからです。このように心が騒いだことは、容易に見過ごされるべきものでは

ないのですが、それにも関わらず、いわれなく、見境なく、私は嘆き悲しみました。しかしイエス

116

（45）



茨女短大紀№ 33（2006）3-14

はこの幻視において、私が必要なものすべてをお示し下さっているのですが、このようなお言葉で

お答えになりました。「罪は望ましきものなり。しかし、すべてはしかるべく、すべてはしかるべく、

そしてあらゆるものごとはしかるべくなるものなり」

　この「罪」というあからさまな言葉は、広くよくないこと全般を意味し、そしてそのお方が我々

のためにこの世で背負われた恥ずかしき侮べつと完全なさげすみを、そしてそのお方の死を、そし

てまたそのお方のお造りになられた者たちの霊的、肉体的な苦痛と苦難のことを、私の心に思い起

こさせました。なぜならば、我々はみな多かれ少なかれ辱められているのであり、我々の主人、イ

エスの例にならって、我々が完全に清められるまで辱められ続けるものなのです。つまり、罪深き

肉と、あまりよろしくはない内なる感情のすべてから我々が自由になるまでは、です。そしてまた

これを見つめ、これまでの痛みと、これからやってくるであろう痛みとを思いながら、そしてまた

これらのことによって、私はキリストの受難とは、最大、無比の苦痛である、ということを理解し

ました。そしてこのことすべては、ほんのわずかに示されただけに過ぎず、すぐに心地よきものに

取って代わられました。なぜなら、我らがよき主は魂がこの恐ろしい光景に恐れをなすことをお望

みにはならなかったからです。

　ですが、私は罪を目にすることはありませんでした。というのも、罪とは、何らかの実体をもっ

たものでも、何らかの存在でもなく、その原因である痛みによってのみ知られるものだ、と私は考

えるからです。ですので、痛みとは私にとって、一時的なものなのです。なぜなら、それは我々を

清くし、自らを悟らせ、慈悲を請わしむるものであるからです。というのも、我らが主の受難は、我々

みなにとってこのことすべてに対する慰めであり、主のありがたきご意思もまたそうなのです。そ

して、救われるべき者すべてに対して、我らがよき主が持っているやさしき愛のゆえに、主は喜ん

でやさしく慰めてくださいます。そのお心のうちは、「すべてのこの痛みの源が罪である、という

のは正しい。だが、万事はしかるべく、万事はしかるべく、そう、すべての物事はしかるべくいく

ものなり」このお言葉はとてもやさしく語られ、私や救われるべき者のうちの誰かに、何かの罪を

問うというようなご様子はみじんの欠けらも見られませんでした。もしそうであったのならば、私

の罪を神になすり付けたり、自らの罪故に神に当惑したりする畏れ多い行いをしてしまうことにな

りましょう。というのも、神は罪のために私を責めたりなさってはいないのですから。

　そして私はこの同じお言葉の中に、神のうちに隠されている優れた、驚嘆すべき特質を認めまし

た。その特質は、神が天国で我々に包み隠さずにお示しくださいます。このようにして知ることに

よって、神が罪が生ずるのをお許しになったのはなぜか、その原因をはっきりと理解することがで

きるようになります。その光景を目にし、我々は永遠に我々の主である神をたたえることとなるの

です。

28

救われるべき神の子たちが苦しみにうち震え、キリストが哀れみをもってうち喜ぶ、とはいかなる

ことか。また、苦難に対する救済について── 28 章。
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　このように、罪ゆえに、キリストが我々に対してどんなに哀れみの心を持っておられるか、を私

は理解しました。そして、以前に私がキリストの受難を目にした際に、苦痛と哀れみで満たされた

のとまったく同じように、このとき私は同胞のキリスト者たちへの哀れみでいくらか満たされまし

た。あのよく、そうです、よく敬愛され救われるべき人々です。つまり、神のしもべたち、すなわ

ち聖なる教会が、人が布切れを風の中で打ち振るように、この世の悲しみと苦悩と苦痛のうちにう

ち震えることとなるのです。そしてこのことに関して、我らが主はこのようにお答えになりました。

「これにつき、我は大いなるものを天国に造らん。果てなき誉れと永遠の喜びとなるものを」

　そうです、主がご自分の恵みの中へお連れになることを切望している人々、ひとりびとりの苦難

を、我らが主は哀れみと同情とをもってお喜びになられることを、私は理解したのですが、主はひ

とりびとりのしもべたちに、主の目にはまったく悪ではないものを背負わせるのです。しもべたち

はそれが故に、この世でなじられ、そしられ、嘲笑され、縄を打たれ、追放されることになります。

そして、これを主がなさるのは、しもべたちをこの世の汚らわしい高慢と虚栄の害悪から守り、天

国への道を進む準備を整えさせ、終りなく永遠に続く主の恵みのうちに、しもべたちを高めさせる

ためなのです。なぜなら、主はこうおっしゃっておられます。「我はそなたたちを粉微塵としよう。

そなたたちのはかなき愛情と、汚れたうぬぼれが故に。して、しかる後に、我はそなたたちを造り

直さん。温和で従順に、清く敬けんに。我とひとつになることによって」それから私は、愛を携え

ている同胞のキリスト者に対する個々人の自然な哀れみというものは、実は、ひとりびとりの中に

いるキリストなのだと悟りました。

　キリストの受難の中で示されたものと同じ辱め、その辱めが再びこの哀れみの中に示され、そし

てそこには我らが主のお心持ちを表す２つのものがありました。ひとつは、我々がそこであがなわ

れ、そこで主がたたえられるその至福。もう一方は、我々が痛みの中に見出す慰め。なぜなら、主

の受難のおかげをもって万事が誉れとなり心の糧となること、そしてまた、我々が一人苦しむので

はなく、主とともに苦しむということ、そして主を我々の礎として見ること、また主の痛みと恥辱

は我々が耐え得ることのすべてを超えるものであり、我々がそのことを十分に考察することができ

ない場合があるということを、主は我々に知ってほしいと望んでおられるからなのです。そして、

これを凝視することによって、我々は痛みを感じる際に、不平を漏らしたり絶望したりはしなくな

ります。そして、我々の罪が本当にそれに値するものであると我々が考えても、主の愛は我々を許

して下さいますし、主の大いなる優しさから我々の責めを取り除いて下さり、そして主は我々を無

垢で憎めない子どもとして、哀れみと同情をもって受け止めてくださるのです。

29

アダムの罪は重大なものではあったが、その罪がそもそも悪であった以上に、神にとってそのしょ

く罪はより好ましいものであること── 29 章。

　しかし、こうしているうちに、私は悲嘆にくれながら、立ったまま辺り一帯を見つめておりました。

そうして、とても大きな畏れを抱きながら、心の中で次のように我らが主に申し上げました。「おお、
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よき主よ。生きとし生けるものには、罪によってもたらされた大きな苦痛があるというのに、いっ

たいどうして、すべてがしかるべくうまくいく、などということがありえましょうか」私はあえて

ここで、この点に関して、安心できるような、もっとはっきりとした、なんらかのお言葉が欲しかっ

たのです。そして、これに対し、我らが至福にあふれた主は、本当に率直に、またとてもすてきな

表情でお答えになり、アダムの罪はこれまでの罪のうちでも、また将来この世が終る時までの罪の

うちでも、最も重いものである、とお示しになられました。そしてまた、主は、このことは地上の

すべての聖なる教会においても公然と知られていることであることもお示しになられました。さら

に、主は私に、輝かしきしょく罪を見つめるように、とお教えくださいました。なぜなら、このしょ

く罪をなすということは、アダムの罪が悪であったより以上に、神にとってより好ましいことであ

り、そして人の救済にとっても比類なくより一層誉れ高きものであるからなのです。

　そして我々のありがたき主は、この教えにおいて次のようにおっしゃっておられ、我々に注意を

喚起しておられるのです。「最大の悪を、我が正した。よって、我がそれ以下の悪をも正すであろ

うことを、汝が知ることが我が願いなり」

30

主の秘密のお考えを知っている振りなどせずに、いかに我らが救い主であるイエスに喜びを見い出

し、イエスを信ずるべきか── 30 章。

　そのお方は、２つの部分からなる教えを私に授けて下さりました。そのひとつは、我々の救い主

と、我々の救済についてです。このありがたい部分は、誰にでも目にできるもので、公正で陰りな

く、豊かに満ちあふれているものです。というのも、よき願いを持っているすべての人と、これか

らよき願いを持つすべての人が、この部分に込められているからです。我々は神によってここにつ

ながれており、内面的には聖霊によって引きつけられ、忠告と教えを受けており、外面的にはまっ

たく同じ恵みのうちに聖なる教会によってそうなされているのです。このうちに、我々が主に喜び

を見出し、専心することを、我らが主は望んでおられます。なぜなら、主は我々のうちに喜びを見

出していらっしゃるのですから。そして、敬けんさと従順さをもって、このことをさらに多く受け

入れれば、我々はさらに一層主の感謝に値し、さらに一層我々の励みとなるのです。ですから、我々

の働きを喜んでおられるのは我らが主である、ということができましょう。

　もう一方は隠れたところにあり、我々には手が届きません。つまり、我々の救済とは無縁なもの

ごとの数々です。なぜなら、それは我らが主のひそやかなお考えであり、主がひそやかなお考えを

静ひつのうちに行うということは、神のすばらしい特質なのです。そしてまた、神のしもべにとっ

ては、恭順と畏敬の念を示すために、神のお考えを根掘り葉掘り知ろうとはしないのがふさわしい

ものなのです。我らが主は、我々に対し、哀れみと同情をお持ちです。なぜならその同じ生き物は、

神の教えのうちに生きるのに忙しいからです。そして、どのくらい神を喜ばせればよく、どこで神

を喜ばせることをやめて楽にしてよいのか、もし我々が知っていたなら、我々がそうすることを望

むのは間違いありません。天上の聖人たちは、神がその方々にお示しになるもの以外のことを知ろ

113

（48）



愛の啓示──ノリッジのジュリアン：試訳－その２

茨女短大紀№ 33（2006）3-17

うとはなさいません。そしてその方々の愛と願いは、我らが主のみ心次第なのです。ですから、我々

もその方々のように願うべきなのです。そうすれば、我々もその方々と同じように、我らが主のみ

心以外のものは何も欲しいとも、手に入れたいとも思わなくなるものなのです。なぜなら、我々は

みな神のみ心においてひとつなのですから。

　私はここに、何事においても、我らが救い主、喜びにあふれたイエスだけを信じ、イエスだけに

喜びを見出すべきである、と教えられたのです。

31

キリストの渇望と霊的な渇きについて。それはいやされないものであり、最後の審判の日まで続く

ものである。また、キリストのお体であるが故に、未だすっかりと栄光に包まれきってはおらず、まっ

たく受苦不能ともなってはいないこと── 31 章。

　そしてこのように、我らが善き主は、私が持ち得る疑問や疑いにお答えになり、とてもくつろい

でおっしゃいました。「我はすべてをしかるべくできる。我はすべてをしかるべくする手立てを心

得ており、我はすべてをしかるべくすることを望んでおり、我はすべてをしかるべくするものなり。

しこうして、汝は自らの目で、あらゆることがしかるべくなるのを見るであろう」キリストが「我

はできる」とおっしゃられることは、父なる神を指しているものと思われます。そしてまた、「我

はすべを心得ている」という時には「子」を。さらにまた「我は欲している」という時には、聖霊

を指しているものと思えます。そしてキリストが「我はするものなり」というところでは、ありが

たき三位一体神の統一体を、３つの位格とひとつの真理を、指しているものと考えます。そしてキ

リストが「汝自らの目で見るであろう」とおっしゃられる時、ありがたき三一神の中で救われるこ

ととなる、すべての人類の結合を私は思い浮かべます。そして神は、これら５つのお言葉のうちに、

安息と平安に満ち満ちて包み込まれることを望んでおられます。そしてそのようにして、キリスト

の霊的な渇きは終りを迎えるものなのです。なぜなら、これこそがキリストの霊的な渇きなのです

から。愛への渇望、今も続き、我々が最後の審判の際にその光景を見る時までずっと続く愛への渇

望こそが。

　というのも、救われるべき我々、キリストの喜びと恵みとなるべき我々の中には、いまだここに

至っていない者もあれば、これから来る者もあるのですから。また、その日になって初めて訪れて

来る者もあることでしょう。ですから、これがキリストの渇きなのです。私が思うに、我々みなを、

みなすっかり一緒に、キリストの恵みの中で、自分の内へと迎え入れることこそが。なぜかという

と、今の我々にはその時のキリストの中での完全さと比べると、欠けているものがあるからです。

　なぜなら、我々は信仰において知っておりますし、またすべてにおいてそのように示されたので

すが、救い主であられるイエスは、神でありまた人でもあらせられるからです。そしてその神性に

関しては、キリスト自身が最上の恵みであり、太古からそうでありましたし、今後も無限にそうな

のです。そしてその終りなき恵みは、それ自体が高くなったり低くなったりするものでは決してあ

りません。なぜなら、このことはすべての啓示において、特に１２番目の啓示において、豊かに示
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されており、そこでは、「我は至高のものなり」とキリストが述べておられます。そして、キリス

トの人性についてですが、我々の信仰において知られておりますし、またそう示されもしましたが、

キリストは神性がために、我々をキリストの恵みの中へ愛のために導かんとし、苦難と苦痛を耐え、

そして死んだのです。そしてこれこそが、キリストがそこに喜びを見出すまさにその人性であって、

キリストはそのことを９番目の啓示において次のように、「我が汝のために苦難を耐え忍びえたこ

とは、我にとっての喜び、至福、そして永遠の歓喜である」と述べ、示しておられます。そしてこ

れがキリストのみ業の至福であり、そしてキリストは同じ啓示の中でそのことを次のように述べて

います。我々はキリストの恵みであり、我々はキリストの滋養であり、我々はキリストの誉れであ

り、我々はキリストの冠である。なぜなら、この点に関して、キリストは我々にとっての頭であり、

栄光を背負い、受苦不可能なのです。そしてキリストの体については、そこにすべての仲間たちが

結び合わされるわけですが、まだすっかりと栄光を帯びているわけでも、完全に受苦不可能だとい

うことでもありません。というのも、キリストが十字架の上で味わった渇望と渇きは、私が思うに

は、キリストの中に太古から存在し、キリストは依然として同じものを持っており、そして救われ

るべき最後の魂がキリストの至福の中にやって来るまで持ち続けるものなのです。

　なぜなら、神に哀れみと同情という特質が備わっているのとまさに同じく、神には渇きと渇望と

いう性質があるのです。そしてキリストが持っているこの渇望の力をお借りして、我々の方からも、

キリストに対して渇望しなければなりません。なぜなら、この力をお借りしなければ、いかなる魂

も天国に到達することはできないのです。そしてこの渇望と渇きという特質は、神の無限の善性か

ら生じているもので、私が思うに、渇望と同情とは２つの異なった特質ではありますが、それはちょ

うど同情という特質が無限の善から発しているのと同じことなのです。そしてここに、霊的な渇き

の本質があるのです。そしてそれは、キリストの至福に近づいていく際に、我々に必要がある限り、

キリストの中で続いていくものなのです。そしてこのすべては、哀れみの啓示において示されまし

た。なぜなら、それは最後の審判の日に終りを迎えるからです。

　このように、キリストは我々に哀れみと同情を寄せていらっしゃいます。そして我々を受け入れ

たいと渇望していらっしゃいます。ですがキリストの英知と愛は、最良の時が訪れるまで、終りを

迎えることを許さないのです。

32

すべてがしかるべくなるとは、また聖書が実現されるとは、どのようなことか。そして我々は、キ

リストが望まれる通り、聖なる教会の教えをしっかりと胸に刻み込まねばならないこと── 32 章。

　ある時、我々の善き主が、「すべてはしかるべくなるものなり」と、おっしゃりました。また別

の折に主は、「あらゆることがしかるべくなるのを汝自身目にするであろう」とおっしゃいました。

この２つについて、私の魂はいろいろな解釈をしました。ひとつはこれです。主はご自分が、高貴

なことや立派なことばかりでなく、小さなことや些細なこと、 身近なことやとるに足らないこと、

あれやこれやのことに注意をお払いになっていることを、我々に知って欲しかった、というもので
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す。というのも、主が、「あらゆることがしかるべくなる」とおっしゃる時には、そのようにお考

えなのです。というのも、主は、最もとるに足らないものでも忘れ去られることはない、と我々の

肝に銘じておいてもらいたいのです。別な解釈はこうです。我々の目には悪と映る行いがなされ、

その結果ひどい害悪が生じ、よき結末にたどり着くことがまったく不可能と我々には思える場合が

あります。そして、我々はこれを目の当たりにし、嘆き悲しんで、結局そのために、我々が本来な

すべき、神をありがたく見つめ、憩うということができなくなるのです。そしてその理由はこうです。

理性の働きが曇り、とても程度が低く、粗野であるため、我々には高貴ですばらしい英知を、すな

わち至福にあふれる三一神の力と善とを、知ることができないのです。よって、主は、「汝自らあ

らゆることがしかるべくなるのを見るであろう」と述べることによって、「さあ、忠実によく聞け。

汝は終末にそれをまさにまったき喜びのうちに目にするであろう」とおっしゃろうとしておられる

のです。そしてこのように、「私はすべてをしかるべくできる、などなど」という５つのお言葉に

よって、これから訪れることになっている我らが主である神の、すべてのみ業における力強い慰め

を、私は理解するのです。私の目には、至福にあふれる三位一体の神が、最後の日になさることに

なっているある行いがあります。そしてそのみ業がいつ行われるか、どのように行われるのか、そ

れはキリストより下のものには分かりませんし、それがなされる時までは分からないものなのです。

我々にこのことを知ってほしいと主が望む理由は、我々が一層魂の安らぎを得、愛のうちに一層憩

い、主のうちに喜び、我々を真理から遠ざけてしまうかもしれないようなさまざまな魂の苦しみを

見つめることをやめるようにと、主が望んでおられるからです。これは太古から、我らが主である

神がお定めになった偉大なる行いです。大切に神のみ胸に隠されており、それを知るのは神のみで

あり、神はその行いによって、あらゆることをしかるべくあるようになさるのです。というのも、

ありがたき三一神がすべてを無からお造りになられたまさにそのように、まさにその三一神はしか

るべからざることのすべてを、しかるべくお整えになるのです。

　私はこの幻視にとても驚き、自分たちの信仰について、驚嘆しつつ、次のように考えました。我々

の信仰は神の言葉に礎を置いており、神の言葉はすべてにおいて守られる、と信ずることが我々の

信仰にとって必要なことなのだ、と。そして、我々の信仰のかなめのひとつは、大勢の者が、高慢

さのために天から落ちた天使たちのように、裁きを受けるということにあります。その落ちた天使

たちは、今や悪魔となっているのです。聖なる教会の教えを持たずに死する地上のひとびと、すな

わち異教徒や、キリスト教を受け入れたものの非キリスト教的な生活を送って愛なく死する人たち、

これらの人たちはみな、聖なる教会が信ずるようにと教えているように、永遠に地獄への裁きを受

けることとなるのです。そして、これらすべてのことにも関わらず、この時に我らの主がお示しに

なったようにあらゆることがうまくいくというのは、私には不可能なことに思われました。そして

この点に関して、我らが主である神の、啓示におけるお答えは、以下のようなものにほかなりませ

んでした。「汝には不可能なることも、我には不可能にあらず。我は、我が言葉をすべてにおいて

守り、我はすべてをしかるべくするものなり」このように、私は神の恩恵によって、それまでに私

が思っていたように、しっかりと信仰を持つべきだと教えられました。そして同時に、この時に我

らの主がお示しになられたように、すべてはしかるべくなるものだ、と固く信ずるべきだと教えら

れました。なぜならば、これこそが我らの主がなさる大いなる行いであり、この行いにおいて、主

はすべてにおけるお言葉をお守りになり、しかるべからざることをしかるべく正されるのです。そ
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して、この時に私が神のみ心から拝察し、理解したところによると、それがどのようになされるの

かは、それが行われる時まで、キリスト以下のものは知ってもおりませんし、知ることもないのです。

33

罪を負った魂はすべて、神の眼前では、悪魔として辱められる。そしてこれらの啓示は聖なる教会

の教えを外れるものではなく、それを霊的に補完するものである。また、神の神秘を知ろうと画策

すればするほど、我々が知ることは一層少なくなること── 33 章。

　しかし、この中で、私はあえて、地獄とれん獄をあるがままに見てみたいと願いました。とはいっ

ても、何か信仰に属するものを独り占めしようなどというつもりは毛頭ありませんでした。なぜな

ら、私は地獄とれん獄は聖なる教会が教えるとおりの目的のためにあると固く信じていたからです。

ですので、私の心積もりでは、それを目にして私の信仰に関わる何かを学び、そうすることによっ

て神の栄光を増し、また自分の役に立つように生きることができれば、と考えておりました。そし

て私の願いに関しては、悪魔が神に辱められ、永久に罪を負わされたことを以前見た、第５の啓示

において述べた以外のことは、まったくなにも知ることはできませんでした。その光景を見て、こ

の世において悪魔のような状態にあり、それで終ってしまうすべての生き物については、キリスト

教の洗礼を受けていようとなかろうと、その者たちは人間であるにも関わらず、神のみ前や、神の

聖なるしもべのそばにいると語られることはなく、悪魔のそばにいることが述べられるのみだと私

は理解しました。

　なぜなら、啓示によって示されたのは善に関することで、その中では悪についてはほとんどなに

も述べられませんでしたが、私はそのことによって聖なる教会が私が信ずるように教えている信仰

から、いかなる点においても外れることはなかったのです。といいますのも、私はさまざまな啓示

においてキリストの受難の光景を目にしました。以前にお話ししましたように、はじめの章、第２

章、５章、８章においてです。そこでは、私はキリストが苦しまれる姿を目にした聖母の悲しみや、

キリストを本当に愛する人たちの悲しみの一端を感ずることができました。ですが、キリストを死

に追いやったユダヤ人たちのことがはっきりと示されていることは目にしませんでした。それはそ

うなのですが、恩恵によって改宗した者たちを除いて、その者たちが永遠に呪われ、重荷を負わさ

れたことを私は信仰において承知しております。そして、いかなる点においても、そして以前に理

解したあらゆることにおいても、神の慈悲と恵みを得て、信仰の中にあることを望みつつ、この生

が終りを迎えるまでそこにいられるようにと、心の中で願いかつ祈りながら、私は支えられ、広く

信仰を守るよう教えられたのでした。

　神がなされたことに対して、我々は大いなる敬意を払うべきだというのが神のご意志ですが、我々

はそれがどんな行いなのかと、思いを巡らすことをやめることが常に必要なのです。そして、神の

ご意志以外はまったく何も欲しない天国の聖人、我々の兄弟たちのようになることを望みましょう。

そうすれば、我々は隠されたことについても、示されたことについても、どちらについても神を称

え、満足することができるのです。なぜなら、我らが主のご意思に私は誠に読み取ったのです。我々
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が主の秘密をあれやこれやのうちに知ろうとして画策すればするほど、我々はそれについて知るこ

とから一層遠ざかってしまうものなのだ、ということを。

34

神を愛する者たちに不可欠な秘密を神がお示しになられたこと。そして聖なる教会の教えを一心に

受け入れる者が、いかに大いに神を喜ばせることか── 34 章。

　我らが主である神が、２つの秘密をお示しになられました。ひとつは、この大いなる秘密であり、

それに付随するさまざまな秘密の部分を持っています。そしてこれらの秘密を、神が我々にはっき

りと示したいと思し召す時まで、我々には知られないでおきたい、とお考えです。もう一方は、神

が白日の下にさらし、我々に知ってほしいとお考えの秘密です。なぜなら、我々がそれらの秘密を

知ることが神のご意志であるということを我々が知るようにと、神が望んでおられるからです。そ

れらはさまざまな秘密であり、神が我々に対して秘密にしておくことを望まれるものばかりではな

く、我々の盲目さと無知のために我々にとっては見えないものになっているものもあるのです。そ

してこのことについて、神は大きな哀れみをお持ちです。ですから、我々に分かりやすいように、

神はそれらの隠されたものごとを自らお示しになることをお望みで、そうすることによって、我々

は神を知り、神を愛し、神にすがるようになれるのです。我々が知り納得すれば、役に立つことが

らすべてを、すべての聖なる教会の説教や教えとともに、とてもやさしく我らの主が我々にお示し

下さいます。

　神は、聖なる教会の教えや説教に対して、懸命に従順に積極的に従う男や女に対しておもちの、

とても大いなる喜びをお示しになりました。なぜならば、それは神の聖なる教会であるからです。

神が礎であり、神が実体であり、神が教えであり、神が教師であり、神が英知であり、神こそがす

べての自然な魂が追い求める報いなのです。そしてこのことは、聖霊がそれを明かすすべての魂に

知られており、また知られることになるものなのです。そして、これを求めるすべての者が、それ

を手中にすることを望みます。なぜならその者たちが追い求めているものこそが神なのですから。

　私が今申し述べたこと、そして後に私がさらに申し上げることは、罪に対して慰めとなります。

なぜなら、第３の啓示において、神はなされたことすべてを行った、ということを私は目にしまし

たが、罪というものはまったく目に入らず、かえって、すべてがしかるべくある、ということを目

にしました。ですが、神が私に罪についてお示しになった時、神は、「すべてはしかるべくなるも

のなり」と、おっしゃられたのでした。

35

神はあらゆる善をいかに行うか。そして自らの慈悲によっていかに立派に許すか。そして慈悲は、

罪がもはや許されなくなった時にみられなくなるものである── 35 章。
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　そして、全能なる神がとても豊かに、あふれんばかりにその善性をお示しになられた時に、私に

はひとりの愛する者がおりまして、その者が善き暮らしを守っていけるかどうか知りたいと願いま

した。その善き生活は、神の恵みを得て始められたものだ、と私は思っていたのでした。そしてこ

の私的な願いで、私は間違いを犯したようです。というのも、この時は教えを受けられなかったの

です。するとそれから、心の中に答えが聞こえてきました。それはまるで、親しい人が仲介の労を

とってくれたかのようでした。「広く見よ。そして主なる神がそなたにお示しになる寛大さを見よ。

なぜなら、何か特別のことにおいてではなく、すべてにおいて神を見つめることが、神にとって、

より誉れとなることなのだから」私はこれに同意し、なにか特別なものに喜びを見出すよりも、広

くあらゆるものを知ることが、神にとってより誉れになる、ということを教えられました。そして、

もし私がこの教えの通りに賢く生きていきたいのならば、私はなにか特別なことに喜ぶべきでも、

いかなることについても大いに気に病むこともないのです。なぜなら、「すべてはしかるべくなる」

のですから。というのも、まったき喜びとは、あらゆることに神を見ることなのです。なぜなら、

我らがよき主は、すべてを創造されたのと同じありがたき力、同じ英知そして同じ愛によって、同

じ目的に向かって、絶えずすべてを導いていらっしゃるからです。そしてそこへ、おん身自ら導か

れるのです。そして時が来たれば、我々はそれを目にすることとなるのです。そして、このことの

源は、第１の啓示と、そしてもっとはっきりとした形で第３の啓示において示されており、そこで

は、「私は一瞬神を見た」と述べられています。

　我らが主の行いは、すべて義しく、主がお許しになることは、誉れ高きことなのです。そしてこ

の２つに善と悪とが込められています。なぜなら、我らの主がなさることはすべて善であり、我ら

の主がお許しになることは、悪なのです。いかなる悪でも誉れだ、と申し上げているのではありま

せん。私は、我らが主である神が、お許しになるということが誉れだ、と申し上げているのです。

すなわちその善は、慈悲と恵みの働きによって、驚嘆すべき永遠の恭順さと慈悲のうちに知られる

ものなのです。義とは、とてもよきもので、それよりもよいものはないのです。なぜなら、神自身

がまさに義であり、神のすべての業は、神の大いなる力と、大いなる英知と、大いなる善によって、

太古から定められた通りに義しく行われています。そしてまさに、神が最善に、とお定めになった

ように、神は絶えずそのようにお働きになっており、その目的に向かって導いて下さっているので

す。そして神は、自分自身と自らのみ業に、常に満足しておられます。そしてこのありがたき調和

を目にすることは、恩恵を得てそれを目にする者にとっては、とても甘美なものなのです。

　天国で永遠に救われることになるすべての魂は、神のみ前で、自分自身の善によって、義とされ

ます。その義の中で、他のどんな生き物にもまして、我々は限りなく、立派に守られているのです。

そして、慈悲は神の善から生み出される働きであり、罪が義しい魂を悩ませることを許されている

限り、神の慈悲は働き続けるものなのです。そして、罪がもはや悩ますことを許されなくなると、

その時になって初めて慈悲の働きは止むものなのです。そしてその時、すべてに義がもたらされ、

永遠に義の中にあることとなります。そして、神のお許しにより、我々は堕落することがありますが、

我々は神のありがたき愛のうちに、神の力と英知によって、守られているのです。そして慈悲と恵

みによって、我々はより数多の喜びへと高められるのです。そしてこのように、義と慈悲のうちに、

今や尽きることなく、神は知られ、愛されることとなるのです。そして、これを恵みのうちに看取
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する者、その者はこの両者に少なからず喜びを覚え、尽きせぬ喜びを感ずることとなるのです。

36

我らの主がなされるもうひとつの素晴らしき行いについて。それは恵みによってここにその一部が

明かされ、そしてそのことについて我々はいかに喜ぶべきか。また神がいかに依然として奇跡を行

うか── 36 章。

　我らが主である神は、ある行いがなされる時、それは神自身が執り行われる、とお示しになりま

した。そして、私が行うことといえば罪ばかりで、しまも我が罪は神の善き働きの邪魔にはならな

いものだ、とお示しになられました。そして、いつでも自然と、恵みによって神のご意志を請い願

う畏れ多き魂にとっては、これを見つめることがとてもありがたき喜びだと分かりました。この行

いは、ここに始められるものであり、それは神にとっては誉れとなりましょうし、この世で神を愛

する者たちにとっても、とても有益なものとなりましょう。そして、私たちが天国へ参ることになっ

た時、そのことを大いなる喜びとともに目にすることになるでしょう。そしてそれは、最後の日ま

でそのまま働き続けるものなのです。その誉れと至福とは、天国の神と聖人たちの前で、尽きるこ

となく続くこととなります。この行いは、我らが主のみ心でこのように見られ、考えられていたの

です。そして、主がこのことをお示しになられたのは、主ご自身とあらゆる主のみ業のうちに、我々

に喜びを見出させるためでした。私はこの啓示が続くのを目にし、これから訪れる大いなることの

ために、それが示されたのだと理解しました。それ、とは、神が自ら行う、と神がお示しになられ

たことです。そしてその行いには、このような前述の特質があります。そしてこれはありがたく示

され、私が賢明に、信心深く、信頼して受け入れるようにと意図されたものでした。ですが、この

行いとは何なのか、それは私には秘密にされていました。

　そして私はここに悟ったのです。神がお示しになることを我々が畏れることを、神は望んでいらっ

しゃらない、と。神がお示しになるのは、我々にそれらのことを知って欲しいからです。そのよう

に知ることによって、我々が神を愛し、神を好み、神のうちに終りなく喜びを見出すことを望んで

いらっしゃるのです。そして、神が我々に対して持っている大いなる愛の故に、神は我々にこの世

で誉れ高きものや有益なものをすべてお示しになります。そして、今は神が秘密にしておられるこ

とがらも、やがてひそやかに、神の偉大な善性から、それらの秘密をお示しになります。その啓示

においては、我々がそれを終りなき至福のうちに目にするものであると了解し、信ずることを、神

は望んでおられます。そうすることによって、お示しになられたこと、秘密にされていることのす

べてに関して、我々は神のうちに喜びを見いだすべきなのです。そしてもし、我々が自ら望んで、

謙虚に、そうするのであれば、そこに大きな慰めを見出すことになるのです。したがって神に尽き

せぬ感謝の気持ちを持つようになるものなのです。そうして次のように、この言葉は解釈されます。

すなわち、人に関してなされることは──つまりそれは広く一般の人、救われる人すべてを指しま

すが──それは、誉れ高く、すばらしく、あふれんばかりのものとなり、神自らがなさるものなの

です。そしてそれこそが、つまり神自らがなさる行いを見つめることこそが、考えうる限りの最高
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の喜びであり、人がなすことといえば、それは罪ばかりなのです。そうして、我らが主である神の

み心は、次のようにお考えのように思えます。「よく見よ。ここに汝の謙虚さというものがある。

ここに汝の愛のことがある。ここに汝が自らを無にするということがある。ここに、汝が我のうち

に楽しむということがある。そして、我が愛ゆえに、我のうちに楽しめ。なぜなら、そうすることが、

すべてのうちで汝が我を最も喜ばすことあたう術なれば」我々はこの世に生を受けている限り、い

つの日か我々が自らの愚かさのために罰せられた者を見つめるようになったとしても、我らが主で

ある神は、やさしく我々に接して下さり、私たちにありがたいお声をおかけくださり、我々の心の

中におっしゃられるのです。「汝の愛すべてを捨てよ、大切な我が子よ。我に向かえ。我は汝にとっ

て足るものなり。そして汝の救い主のうちに喜び、汝の救済を喜べ」そしてこれこそが、我々のう

ちにおける我らが主のお働きだと、私は確信しております。恩ちょうを得て、このことを知った魂

は、これを目にし、また感ずるのです。そして、この行いは広くみなのためと考えるのが正しいの

ですが、特定の人たちを除外するものではありません。なぜならば、我々の善き主が哀れな人間に

なさることは、現時点では人間には分かりません。ですが、この行いと、以前に申し上げたものと

は同じものではなく、２つの異なったものです。そうではありますが、こちらはまもなくなされま

す。そしてそれは我々が天へ昇る時なのです。我らの主がそれを誰にお与えになるか、それは今で

も少しは知ることができます。ですが、先に申し上げたその大いなる行いは、地上においても天国

においても、それがなされるまでは知ることができないものなのです。

　さらに主は、奇跡の働きを、次のように、特別に解釈し教えて下さいました。「以前地上で、あ

またに幾度も、高貴にすばらしく、誉れ高く立派に、我が奇跡を行ったことは知られておろう。ま

さに我が以前なしたように、今も依然として我は行っており、今後も行うものなり」奇跡の前には、

悲しみと苦悩と苦しい試練がやってくることが知られています。そしてそれは、自らをむなしくし、

神を畏れることと、助けと恵みを大声で請い求めることによって、我々が自らの弱さを知り、罪を

犯すことによって陥る自らの邪悪さを知ることなのです。その後になって、奇跡が訪れます。そし

てそれは、神の気高き力と英知と善とからなっており、神の徳と、はかないこの世において可能な

限りの天上の喜びとを示すでしょう。そしてそれは、愛のうちに、我々の信仰を強くし、希望を膨

らませるためのものなのです。ですので、奇跡を通じて知られ、奉られることを、神はお喜びにな

ります。そして、神は、次のようなお心持ちなのです。襲い来る悲しみや風雪によって、我々があ

まりに打ちひしげられないようにと、神は望んでおられます。なぜならば、奇跡が到来する以前は、

ずっとそうであったのですから。

37

神は、選ばれし者を、たとえその者たちが罪を犯しても、少しも揺るぎなくお守りになる。なぜな

ら、この者たちは決して意識的に罪を犯そうとはしない、畏れ多き心を持っているから── 37 章。

　私は罪を犯すものである、ということを神は思い起こさせて下さいましたが、神を見つめること

がただただうれしくて、私はその啓示によくよく注意を払うということを怠っておりました。する
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と我らが主は、慈悲深くお待ちくださり、集中するようにと私に恵みを与えて下さいました。そし

て私は、この啓示が私のためだけの特別なものだと解しましたが、今お分かりになるように、この

後に続くさまざまな恵み深き慰めによって、それは、すべての同胞のキリスト者のためのもの、す

べてはみなのためであり、特定の人に限られたものは何もない、と私は教えられました。我らが主

は、私が罪を犯すものであるとお示しになられましたが、ひとりの私というものに、すべての人が

込められているのです。そして私はこのことに、敬けんな畏れを感じました。そしてこれに、我ら

が主がお答えになりました。「我は汝を大いにしっかりと守らん」このお言葉は、私が計り知るこ

とが到底できないほど多くの愛と安どと、そして霊的な養いをもって語られました。それというの

も、自分が罪を犯すものだということが示されるのと時を同じくして、慰めが示されたのですから。

すなわち、すべての同胞のキリスト者への、安どと養いとが。神が救われるべきものすべてを、あ

たかもひとつの魂のように愛していらっしゃるということを、神のうちに目にする以上に、私を同

胞のキリスト者への愛へと向かわせるものが外にありますでしょうか。なぜなら、救われるべき魂

はみな、わざと罪に陥ることはなかったし、これからも罪には陥らない、という信心深い意思を持っ

ているからです。まさしく、低きところに、善きことなどまったく望まない獣のような意思がある

のと同じように、高きところに、畏れ多き心があり、それはとても善きもので、決して悪を望むこ

とはなく、常に善を望んでいるのです。ですから、我々は神が愛して下さるものであり、終りなく我々

は神のみ心にかなうことをなすのです。そして、我らが主は、このことをまったき愛のうちにお示

しになり、我々は神のみ前でそのまったき愛のうちにあるのです。そうです。我らが主は今、こち

らにいる我々を、あちら側で我々がご尊顔を拝している時と同じく、よく愛して下さっているので

す。しかし、お分かりのように、我々の側に愛が足りないことこそが、我々のすべての苦しみの源

なのです。

38

選ばれしものの罪は、喜びと誉れに帰されるものであること。ダビデ、ペテロ、そしてベバリーの

ヨハネの例── 38 章。

　また神は、罪は恥になるどころではなく、人にとっては誉れだ、とお示しになられました。なぜ

なら、あらゆる罪に対し、神の正義によって苦痛が報いられるように、あらゆる罪に対し、同じ魂

に、愛によって至福が与えられるからです。さまざまな罪が、その罪の重さに応じて、さまざまな

苦痛によって罰せられるように、それらの罪は、魂にとってのこの世での苦痛と悲しみの度合いに

応じて、天上ではさまざまな喜びとなって報われるものなのです。というのも、天上へとやって来

る魂は、神にとって貴重であり、またその場所は大変に誉れ高きものであって、神の善は、やがて

天国へやって来る魂が、その罪が報われることなしには、罪を犯すことをお許しになりません。そ

してこのことは永遠に知られるところとなり、あふれんばかりの誉れでありがたく回復されること

となるのです。というのも、この光景に、私の理性は天上へと引き上げられました。すると神は楽

しげに、ダビデや、旧約に書かれている外の方たちを無数に、私の心にもたらしました。そして新
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約については、まずマグダラのマリア、ペテロとパウロ、そしてインドの人々、それからベバリー

の聖ヨハネ、そしてまた、外の方たちを数えきれないくらい、私の心にお示しになりました。そう

いった罪を持った人々は、地上の教会では、どのように知られているのでしょうか。罪は負っては

いるが、恥とはならならず、すべてが誉れとなる人々は。そして、我らが優しき主は、その人々の

ために、あの世では完全なものを、この世で少しお示しになられました。なぜなら、あちらでは罪

の印は誉れに変えられるものだからです。

　そして、ベバリーの聖ヨハネを、親しみやすさが我々の慰めになるようにと、我らが主はそのお

方をとても高らかにお示しになりました。そして、いかにすばらし隣人であり知古であるか、思い

出させて下さいました。そして神は、我々が呼ぶように、単にベバリーの聖ヨハネとお呼びになり

ました。そしてそれを、喜色満面のお優しいお顔でなさり、神の目にはその方が天においてかなり

高位の聖人であって、祝福された者であることをお示しになられました。そしてこれといっしょに、

ヨハネが若く幼い頃には、とても神を愛し、とても神を畏れる、立派な神のしもべであったことを

神はお述べになりました。ですが、それにも関わらず、神はヨハネが堕落することを許したのです。

ヨハネが死んだり、時を無駄に過ごしたりしないようにとヨハネを慈悲深く見守りながら。そして

後に、神はヨハネを数層倍の恵みへと引き上げ、そして、ヨハネが日々の暮らしで身に付けた痛悔

と謙虚さにのために、神は天において、堕落しなかった場合の数層倍もの喜びをヨハネに与えたの

です。そしてこれが正しいことであることを、地上においてご自分の身の回りで数々の奇跡を絶え

ず起し、神は示されたのです。そしてこのすべては、我々を愛のうちに喜ばせ、快活にさせるため

のものだったのです。

39

罪の痛みの鋭さと、痛悔の善きこと。そして我々がしばしば堕落することを嘆かぬよう、我らの優

しき主がいかに望んでおられるか── 39 章。

　選ばれし魂が打ち据えられるなかでも、罪が最も厳しいむち打ちなのです。そのむち打ちは、男

や女をみな厳しく打ち据えるため、自らの姿を見るのにも嫌気がさし、やがて自分は生きるに値せ

ず、地獄へ堕ちるのだと感じ、そうしているうちに、聖霊に触発された痛悔が訪れ、苦々しさを神

の慈悲を求める望みへと変えてくれるものなのです。そしてその者は傷を治し、魂を蘇らせ始め、

聖なる教会の暮らしへと向かうのです。美しき神のお姿を汚したことを大いに嘆き大いに恥じなが

ら、自らの意思で、包み隠さず、偽りなく自分の罪を明かすようにと、聖霊がその者を悔い改めへ

と導くのです。そうして、その者はあらゆる罪に対し、審判者が下した許しを得ることになるので

す。このことは、聖霊の教えにより、聖なる教会の礎となっています。そしてこのことは、神がた

いそうお喜びになる謙虚さのひとつなのです。外には、神が与えて下さる肉体的な病、そして外部

からもたらされる苦しみや恥、そしてまた、肉体的、霊的に投げつけられる、さまざまな苦しみや

誘惑を伴った非難や侮蔑、があります。

　自らの罪のため、またそうなるのが当然なるがゆえに、我々がほとんど見捨てられ、打ち捨てら
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れてしまったと思える時に、我らが主はとても大切に我々を守っていて下さいます。そして、我々

がここまでたどり着くことができた謙虚さゆえに、神の眼前で、神の恵みにより、大変な痛悔と、

また同情と、そして神への切なる願いをもって、我々はとても高く引き上げられることとなります。

すると、その者たちは罪と痛みから解き放たれ、至福を与えられ、また立派な聖人に取り立てられ

さえするのです。痛悔によって我々は清められ、同情によって準備を整えられ、そして神への切な

る望みによって我々は誉れ高く取り立てられるのです。この３つの方法が、私の理解するところで

は、すべての魂が天国へと到達する術なのです。それはつまり、地上では罪人であって、そうして

救われることになる者たちの術です。なぜなら、このような救いの薬による方法が、すべての魂の

救済に似つかわしいやり方なのです。その者はいやされても、神のおん前では傷は見えます。傷と

してではなく、誉れとして。

　そしてまた逆の場合、この世で苦しみや罰によって罰せられたのならば、我らが主である全能の

神のありがたき愛によって、天上で報いられることになるのです。神は、そこへやって来るもの誰

しもが苦労したものを、いかほどであろうとも失うことを望んではおられないのですから。なぜな

ら、神は自らを愛してくれる者たちを苦しませたり、苦痛を味あわせたりすることは罪であるとお

考えで、神は、愛ゆえに、その者たちに責めを負わせないのです。我々の受け取る報いは、決して

小さなものではなく、気高く、栄光に満ち、誉れ高いものです。そしてこのように、恥は誉れに、

さらなる喜びへと変えられます。なぜなら、我々のありがたき主は、何度も経験する堕落や、甚だ

しい堕落のゆえにしもべが嘆き悲しむことを欲してはおられないからです。というのも、我々の堕

落は、神が我々を愛する妨げとなるものではないのですから。

　平安と愛とは、常に我々のうちにあり、うちにあって働いています。ですが我々は、常に平安の

うちにあり、愛のうちにあるというわけではありません。とはいえ、神は我々が以下のことに注意

を払うようにと望んでおられます。すなわち、神が愛におけるすべての命の礎であること。そして、

神が我々の永遠の守り手であり、ひどく厳しく我々に迫り来る邪悪な敵から、力強く我々を守って

下さっていること。そしてこのように、我々の必要性はより一層大きなものなのです。なぜなら我々

が自らの堕落によって神に機会をお作り申し上げるのですから。

40

我々には、愛のために罪を慎みながら、イエスの愛を求めることが必要であること。罪の邪悪さは

すべての痛みをしのぐこと。そして我々が罪を犯している時でさえも、神はとてもやさしく我々を

愛して下さっていること。そして我々も隣人に対してそうすべきであること── 40 章。

　これこそが、我々が罪を犯している時でさえも、とてもやさしく我々をお守り下さる、我らがあ

りがたき主の至高の好意なのです。そしてさらに、そのお方は、我々にとてもひそやかにお触れに

なり、慈悲と恵みのありがたき明かりで照らし、我々の罪をお示しになります。ですが、我々が自

分自身がとても汚れているのを目にすると、その時、自分たちの罪のために神がお怒りだ、と我々

は考えます。そうすると、我々は聖霊によって触発され、悔悟によって、神の怒りを鎮めるために、
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魂に安息を見出し、良心が休まる時まで、全力で我々の暮らしを改善したいと願い、祈るようにな

ります。そのような時には、我々は神が我々の罪をお許しになっていることを望みます。そして、

それは正しいのです。するとその時、我々のありがたき主が、魂にお姿をお見せ下さいます。とて

も楽しげに、喜色にあふれたお顔で、親しげに迎えて下さりながらも、まるで苦痛にさいなまれな

がら、それまではさながら牢獄におられたかのようなご様子です。そしてやさしくお言葉をかけて

下さいます。「いとおしきものよ。よく来られた。うれしいぞ。汝のすべての苦しみに我はずっと

ともにあり、今や汝は我が愛を目にし、我々は至福のうちにひとつとなったのである」このように、

慈悲と恵みによって罪が許され、恵みにあふれた聖霊のお働きと、キリストの受難のおかげをもっ

て、魂がしばしば天国へとやって来る時にあるべきように、我々の魂は喜びのうちに誉れ高く受け

入れられます。

　ここに、すべてのことは神の偉大な善性によって整えられており、我々が平安と愛のうちにある

限り、我々は本当に安心であると、私は誠に理解します。ですが、我々がこの世に暮らす限り、こ

のような完全な状態になることは難しいので、すばらしき祈りを捧げながら、我らが主・イエスと

ひとつになりたいという愛にあふれた願いのうちに暮らすことが、常に我々にはふさわしいのです。

なぜなら主は、主の霊的な渇きが示された際に申し上げたように、常に我々をまったき喜びへとお

導きになることを望んでおられるのです。

　さてそこでですが、先程申し上げたこのあらゆる霊的な慰めは、もし、愚かさにそそのかされ、

いかなる男や女でも、「もしこれが真実なら、もっとご褒美をもらうために、罪を犯した方がいい

んだ」とか、罪を犯すことをそんなに恐れなくてもよいのだ、と考えるのなら、この手のそそのか

しに注意しなさい。なぜなら、本当にそのようなものがやってくるのなら、それは偽りであり、そ

れはこの慰めのすべてを我々に教えて下さる真実の愛に対する敵からのものです。その同じありが

たき愛は、愛のためだけに罪を憎むようにと我々に教えて下さいます。そして私は、私自身の感覚

から、確信しています。自然な魂のおのおのが、我らが主である神のありがたき愛の中にこのこと

を見れば見るほど、より罪を憎むようになり、より罪を恥じるようになるものなのです。なぜなら、

我々の面前に、地獄とれん獄と地上との、ありとあらゆる苦痛や、死や外のもの、そして罪が並べ

られたとしたら、我々は罪をではなく、あらゆる苦痛を選択すべきなのです。というのも、罪とい

うものはとても邪悪で、忌み嫌われるべきもので、苦痛とは比ぶべきものではないのです。そして

その苦痛とは、罪ではないのです。また私には、罪よりもきびしい地獄は示されませんでした。な

ぜなら、自然な魂は地獄ではなく、罪をもっているものだからです。

　そして我々が愛と謙虚さに専心すると、慈悲と恵みの働きによって、我々はすっかり汚れなく清

められるのです。そして、神が人を救済するために、強大で英知に富んでいるように、神は人を救

うことを望んでいらっしゃるのです。なぜなら、キリスト自身がキリスト教徒のあらゆる定めの礎

であり、悪に対して善を行うようにとお教え下さったのです。ここに我々は、キリスト自身こそが

この愛である、ということを見て取れますし、キリストは我々にお教えになるように自ら身を処し

ていらっしゃいます。なぜなら、そのお方は、自分自身と同胞のキリスト教徒に対して、我々が終

りなきまったき愛のうちに、そのお方のようであることを欲しておられるからなのです。我々の罪

によって、そのお方の愛が途絶えるということがないように、我々自身に対してと同胞のキリスト

教徒たちに対して、我々の愛が途絶えることをそのお方は望んではおられません。ただただ、容赦

101

（60）



愛の啓示──ノリッジのジュリアン：試訳－その２

茨女短大紀№ 33（2006）3-29

なく罪を嫌い、神が魂を愛するように、我々が魂を愛することを望んでおられるのです。そうすれ

ば、神が罪を嫌うように、我々も罪を嫌うようになり、神が魂を愛するように、我々も魂を愛する

ようになるのです。そうして、神がおっしゃられた次の言葉が、尽きせぬ慰めとなるのです。「我、

汝をしかと守れり」

41

１4 番目の啓示は、以前に申し述べたことなど。慈悲を請い求めて祈り、それが与えられないこと

はあり得ない。そして、我々がどんなに渇き、恵まれなくとも、いかに神は我々が常に祈ることを

望んでおられるか。なぜなら、そういった祈りは、神にとって望ましく、心地よきものであるから

── 41 章。

　この後、我らが主は祈りについてお示し下さいました。その啓示の中に私は我らが主のみ心の２

つの前提を見ます。ひとつが義であり、もうひとつが揺るぎなき信頼です。ですが、それにも関わ

らず、しばしば我々の信頼が十分ではないことがあります。なぜかというと、神が我々の祈りに耳

を傾けて下さっているのかどうかに、自信が持てないことが我々にはあるからなのです。というの

も、我々はとるに足らぬ者で、おまけにまったく何も感じとれないように思われるからです。なん

となれば、我々は往々にして、祈りの後でも、祈りの前と同じく、恵まれず、渇いていることがあ

るからです。そして、我々の感じるところでは、この我々の愚かさが、弱さの源なのです。という

のも、私はそのように自分自身感じていたからです。そして、こういったことがらを、我らが主は

突然私に思い起こさせ、これらのお言葉をお示しになられました。「我が汝の祈りの礎なり。まず、

汝がそれを手にせんことを、我が願う。して次に、我は汝にそれを欲さしむ。してその後、我は汝

をしてそれを祈らせる。して、汝はそれを得んと祈る。さて、汝の祈りがかなわぬなどということ

が、いかにして起こりえようか」そしてこのように第１の理由で、後に続く３つとともに、我らが

よき主は、まさにその同じお言葉に見られるように、力強い慰めをお示しになっておられます。そ

して、主は第１の理由として、次のようにおっしゃっておられます。「して、汝はそれを得んと祈る」

と。そこで主は、我々の祈りに対してお与え下さる、とても大きな喜びと、尽きることのない報い

をお示しになっているのです。そして６番目の理由として、主はそこで、「さて、いかにして、云々」

とおっしゃりますが、これはそのようなことなどあり得ない、ということなのです。というのも、我々

が慈悲と恵みを求めて祈り、それを手にすることができないなどということは、まったくあり得な

いことだからです。なんとなれば、我らがよき主が我々に祈らせるものは、始源から、主自らが我々

に対してお定めになったことだからです。ここに我々は、我々の祈りというものが神の善性のもと

になっているものではない、ということを見て取ることができるでしょう。そしてこのことを、主

は、「我が礎なり」とおっしゃる際に、誠にそれらのありがたきお言葉でお示しになられたのです。

そして我らが善き主は、主を愛するこの世の者たちに、このことが知れ渡ることを望んでおられま

す。そして、我々が知れば知るほど、もしそれが賢明に理解されていれば、それだけ一層我々は祈

るようになるものなのです。そして、それが我らが主のみ心なのです。祈りとは、聖霊のありがた
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くひそやかな働きによって、新たで、恵み深く永続する魂の望みが、我らが主の望みとひとつに合

わされ、結びつけられたものなのです。我らの主が、私の目には、我々の祈りを最初に受け取られ

る方です。そして主は、とても感謝にあふれ、喜びにあふれてその祈りを受け取ります。そして主

は、その祈りを上へ、天上へと送り、決して祈りが朽ち果てることがない宝物殿に供えます。そこ

で、神のみ前で、神性にあふれた中で、祈りは常に受け入れられ、絶えることなく我々の願いは成

就せられるのです。そして、我々が至福を手にするとき、我々の願いは、神の尽きることなきあり

がたき感謝とともに、喜びの度合いに応じて、我々に与えられることとなるのです。

　我らが主は、我々の祈りをとてもお喜びになり、とても楽しげにしておられます。そして、主は

祈りをささげられることを楽しみにしておられ、望んでおられます。というのも、主は恵みによっ

て、我々を、主ご自身のように、我々が本来あるべき姿にして下さいます。そしてそれが、主のあ

りがたきご意思なのです。なぜなら、主はおっしゃいます。「うちなる祈りをささげよ。あらたか

なものが感じられなくとも。なんとなれば、汝が何も感ずることなくとも、汝が何も目にすること

なくとも、汝には何も分からないと思えたとしても、そうすることは有益な故に。なぜならば、渇き、

恵まれず、病を得て弱っている折、そのような折こそ、汝の祈りは我にはなはだ心地よきものなれ

ば。汝にはその効能のほどがほんの少ししか分からなかったにしても。かようにして、汝の切なる

祈りはすべて我が目にするところなり」主が我々に下さる、報いと尽きせぬ感謝のため、主のご面

前で我らに絶えず祈らせることに、主は執着しておられます。我々がどのように感じようとも、神

は、しもべの善き願いと労苦とを受け入れられます。ですから、我々が働くことを神はお喜びにな

られるのです。そして、我々の祈りにおいて、そして神の助力と恵みを受けての善き暮らしにおいて、

妥当な分別をもって神に対して我々の力を集めるのです。まったき喜びのうちに我々が求めるお方、

すなわちイエスを、我々が手中にする時まで。神はそれをお喜びになられます。そして、神はその

ことを、ずっと先のことにはなりますが、15 番目の啓示の中で、次の言葉で示しておられます。「汝

は我を報いとして得るものなり」

　そしてまた、感謝は祈りの一部なのです。感謝とは、新に、内的に知ることなのです。大いなる

謙遜と、すばらしい畏れをもって、全身全霊をもって我々のよき主が我々を向かわせる働きに打ち

込みながら、内的に喜び、感謝することなのです。そして時に、あふれんばかりになり、声ととも

にあふれ出し、言葉となります。「善き主よ、ありがとうござます。あなた様が祝福されますように」

そして時に、心が渇き何も感じなくなったり、あるいは我々の敵からの誘惑を受けた時、理性と恵

みに駆り立てられ、声を大にして我らが主の名を呼ぶのです。主の受難と、主の大いなる善を思い

起こしながら。そして、我らが主のみ言葉の力が、魂の中に入り込み、心に力をみなぎらせ、恩恵

によって本来の働きを取り戻させ、我らが主をたたえるために、魂をして、とても熱心に、本心か

ら祈らせます。これこそが、とてもすばらしい感謝であると、神の目に映るものなのです。

42

祈りまつわる３つのことがらについて。そして我々はいかに祈るべきか。また、我々がなすべきこ

とに取り組む際に、我々の不完全さや弱さを常に補ってくださる神の善について── 42 章。
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　我々の主なる神は、我々が真の理解に達することを望んでおられます。それはつまり、我々の祈

りにまつわる３つのことがらについてです。まず第１は、誰から、どのようにして我らの祈りが生

ずるか、です。誰から、については、神が「我が礎なり」とおっしゃる際に示されています。どの

ように、については、神の善によって示されています。なぜなら、神は「第１に我が願う」とおっしゃっ

ておられるからです。第２には、我々はどのようなやり方で、いかに我々の祈りを用いるべきか、

です。そしてそれは、我々の望みが、喜々として、我らが主の望みに向けられることです。そして

神は、「我は汝にそれを欲さしむ」とおっしゃる際に、そのように望んでおられます。第３に、我々が、

自らの祈りの収穫と目的とを承知していることです。それはすなわち、なにごとにおいても、我ら

が主とひとつになり、主のようになることです。そしてこれを意図し、これを目的として、このあ

りがたき教えが示されたのです。そして、主は我々を助力せんことを望んでおられ、主ご自身がおっ

しゃられるように、我々が主のようにならんことを望んでおられます。主が祝せられますように。

　なぜならば、我々の祈りと我々の信頼とが等しく大きなものであること、それが我らが主のご意

思だからです。それは、もし我々が強く祈るのと同じように、深い信頼をもっていなければ、たと

え祈っても我らが主にとって十分な誉れとはなりませんし、また我々は行きどころなく、自らを苦

しめることとなります。私が思うに、その理由はこうです。我らの祈りがよって立つお方が、我々

の主である、ということを我々が本当には理解してはいないということなのです。また、主の愛か

らの恵みによってそれが我々に与えられるものだ、ということを我々は理解していないことになる

のです。なぜなら、もし我々がこのことを知っていれば、我々が望むものすべてを、我らが主から

の賜り物として手にするのだ、と信ずることができるでしょう。なぜなら、もし、慈悲と恵みが最

初に与えられているのでなければ、誰も本心から慈悲と恵みを請うことがないのは確実だ、と私は

考えるからです。しかし時に、長く祈ったのに、それでも願いがかなえられていない、と我々には

思えることがあるものです。それでも、落胆することはありません。なぜなら、我らが主のみ心に

よって、我々はもっとよい時期か、さらなる恵みか、あるいはよりよい賜り物を待ち受けているこ

とになるのですから。主は、我々が、主自身を本当に理解することを望んでおられます。主は存在

されるお方である、と。そしてこれを知ることによって、我々の理解が、我々のすべての力、すべ

ての意思、そしてあらん限りの心によって立つことを、主はお望みなのです。そしてこの基礎の上

に、我々が自らの宿り、住まいを築くことを、主は望んでおられるのです。

　そして、主ご自身のありがたき光によって、主は我々が次のことを理解することを望んでおられ

ます。まず第１に、我々が気高くすばらしく造られていること。第２に、ありがたく誉れに満ちた我々

のあがない。第３に、主が我々の役に立つようにと我々の下にお造りになったものすべてと、そし

て愛のために、それを主が養っておられること。そして、主はあたかも次のようにおっしゃってお

られるかのようです。「よいか、我は汝が祈り以前に、すべてをなした。そして今となりて汝があり、

我に祈りおる」したがって、主はこのようにお考えなのです。聖なる教会が説いているように、もっ

とも偉大なる行いは済まされた、と我々が知るべきであると。そして我々はこれを見つめ、感謝し

つつ、今行われつつあるみ業に対して祈るべきなのです。それはつまり、主が我々をお統べになら

れ、我々をこの世における主の誉れへとお導きたまい、主の恵みへと我々をお導きたまわんことを、

と。ですから、主は、すでに、すべてをお済ませなのです。

　そして、主は次のようにお考えです。主がそうなされることを我々が目にし、我々がそれを求め、
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祈るべきだと。なぜなら、祈りだけでは十分ではないのです。というのも、もし祈るだけで、主が

それをなさるのを我々が目にしないのであれば、我々の心は陰り、疑い深くなります。それは主の

誉れとはなりません。そしてもし、主がなしたまうことを我々が目にするのみで、祈らないのであ

れば、我々は務めを果たしてはおりません。そして、そうであってはいけないのです。つまり、主

のお考えでは、そうではないのです。ですから、主がなしたまうことを目にし、それを求めて祈る

こと、そうすることで、主はたたえられ、我々の祈りがかなうのです。いかなるものであれ、我ら

が主がなしたまうと定められたこと、広く一般的なことであろうと、なにか個別的なことであろう

と、我々がそれを求めて祈る、ということが主のご意思なのです。そして、私が思うに、それは主

にとってのお喜びと至福であり、我々がそれゆえに手にする感謝と誉れ、それは生きとし生けるも

のの理解を超えたものとなるのです。なぜなら、祈りとは、善き願いとゆるぎなき信頼を持ってい

れば今後訪れることとなる、まったき喜びに対する正しき理解のことなのです。我々が自然に定め

られている至福に事欠くと、我々はそれを求めます。我々の救い主に対し好ましい心で接する時、

正しい理解と愛が、ありがたく我々に信ずることを教えてくれます。そして、これら２つの働きの

うちに、我らが主は、我々を絶え間なく見つめておられます。なぜなら、それが我々の責務であり、

我々に対し主の善性がそれ以下のものをお求めになることは考えられないのです。ですから、我々

は自らの義務を果たすことが望ましいのです。そして我々がそれをなし終えたとき、我々にはそれ

が無だと思えることでしょう。そして、それは正しいのです。しかし、我々ができる限りのことを

なし、本気で慈悲と恵みを求めると、我々に欠けているものはみな、主のうちに見出すことができ

るものなのです。そしてそれこそ、主が「我が汝の祈りの礎である」という際の、み心なのです。

　そしてこの喜びにあふれたお言葉のうちに、啓示とともに、我々のありとあらゆる弱さ、我々の

さい疑心にあふれた恐れが、完全に克服されるのを見たのです。

43

神のみ心にかなう祈りは何をなすか。また、あたかも我々から常に目をお離しにならないかのよう

に、なにごとにおいてもとてもすばらしくお働きになる神の善は、神が我々のためになされる行い

にいかに大きな喜びを見出すか── 43 章。

　祈りは、魂を神とひとつにします。なぜならば恩ちょうによって回復された魂は、その本来の性

質や実質において、神にとても似ているものなのですが、人間の側の罪によって、さまざまの点で

神とは異なった性質のものになってしまっているからです。ですから祈りは、神がお望みになるよ

うに魂が望んでいる、というあかしとなり、良心を慰め、人が恵みを手にしやすくします。ですので、

神は我々に、祈るようにとお教えになります。そして、我々が恵みを手にすることを強く信ずるよ

うに、とお教えになります。なぜなら、神は愛のうちに我々を見守って下さっており、我々を善き

行いの伴侶になさろうとしておられ、ですから、神のなさりたいことを願い求めるようにと、神は

我々を掻き立てます。贈り物として受け取ることを神が望まれる、そのような祈りと善意に対して、

神は我々に報いることを望まれ、尽きることのない報いを下さいます。そしてこのことは、次の言
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葉に示されました。「そして汝はそれを請う」この言葉で、神はとても大きな喜びと、とてもおき

な楽しみをお示しになりました。それはまるで、神が我々が行う個々の善き行いをいちいちご覧に

なっているかのようで──ですが、善き行いをなすのは神なのですが──そして、それが故に我々

は神のお気に召すいかなることでもなそうと、神を強く求めるのです。それはあたかも神が次のよ

うにおっしゃっているかのようです。「では、我をより以上に喜ばせるものがあろうか。強く、賢明に、

思いを込めて、我がなさんと欲すことをなすことを欲するよりも」そしてこのようにして、祈りを

通じて、魂は神とひとつになるのです。

　しかし、我々の立派な主が、恵みによってお姿を我々の魂にお示しになられる時、我々は、我々

が望むものを手にすることになります。そしてその時には、我々はしばし祈る当てを見失い、あら

ん限りの力を込めた我々の目的のすべてが、ただひたすらに神を見つめることに定められるのです。

そしてこれが、私の理解によれば、気高く、目に見えない祈りなのです。なんとなれば、我々が祈

るそもそもの源のすべてが、お姿を見ることと観想することにおいてひとつになったのですから。

敬けんな畏れを抱き、大いに喜び、そして、神のうちなる大いなる優しさと、神のうちなる喜びの

ために、神が我々をしばし揺り動かしている時でなければ、我々は何についても祈ることができま

せん。そして、私はよくよく承知しているのですが、魂が神のお姿を目にすればするほど、神の恵

みによって、魂は一層神を熱望するようになるものなのです。そして我々が神をそのように目にす

ることができない時、そのような時に我々は祈る必要性と理由を感じるのです──欠落のためなの

です──我々自身がイエスへと向かことができるようにするために。というのも、魂があらしに巻

き込まれ、困惑し、かき乱されて孤立する時、そのような時こそが、神に対して自らをむなしく謙

虚にするために、祈る時なのです。ですが、どのような祈りをささげようとも、それが神を、祈り

をささげる人に対し好意的にさせる、ということはありません。なぜなら、神は愛において、いつ

でも変ることがないからです。ですから、祈る必要がある時はいつでも、我々の望みに手を貸しな

がら、神は我々についてきてくださるものだ、と理解しました。そして、神の特別な恵みによって、

外の必要性など感ずることはまったくなく、我々が神を率直に見つめるとき、その時こそ我々は神

に従い、愛によって神は我々をご自身の中へと引き入れて下さるのです。なぜなら、神のすばらしく、

また豊かな善が、我々の力を満たして下さるのを見たからです。そしてそれから、あらゆるものご

とにおける神の絶えざるお働きが、とてもすばらしく、英知に富み、力強くなされており、それは

我々の想像を遥かに超えるもので、我々が思ったり考えたりできることを超越しているものだ、と

いうことを私は理解しました。ですから、我々にできることは、喜びながら、神を見つめることだ

けなのです。神とすっかりひとつになり、神のお住まいに憩いながら、神の愛を享受し、神の善を

味わう、というすばらしく、力強い願いを持ちながら。そうしてその後、神のありがたき恵みを得

て、我々自身の絶えざる謙虚な祈りのうちに、素朴な我々にも理解できるようにと分け与えられた、

多くのひそやかなありがたき霊的光景を見たり、感じたりしながら、我々はやがてこの生において

神のみ元に到達します。そしてこのことは、すでになされたものであり、これからも、我々が愛を

求めつつ死ぬ時までずっと、聖霊の恵みによってなされるものなのです。そしてその時には、我々

はみな我らが主のみ前に出ます。はっきりと自分自身を自覚し、しっかりと神を見据えながら。そ

して、我々はみな神のうちに迎えられます。まさに神を見つめながら、しっかりと神を感じながら、

霊的に神の言葉を聞きながら、神の香りをかぎながら、神をありがたく味わいながら。しかる後に、
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我々は神と面と向かって顔を合わせることになります。親しく、十分に。生き物は、すなわち被造

者は、神を見、終りなく神を、創造主であるお方を、見続けるでしょう。なぜならば、このように

神を見てしまうと、誰もその後生き続けることができないのです。つまり、罪深いこの世において

は。ですが、神が特別の恵みによって、この世でお姿をお示しになる時には、神は、生き物をその

もの自身よりも強いものにします。そして神はみ心のままに、当座役立つようにと、啓示を分け与

え下さるのです。

44

三位一体神の特質について。そして人間の魂、すなわち人が、神を見、神を見つめ、神に驚嘆しな

がら造られた目的を行う際には、人間はいかに神と同じ特質を備えているか。そして、そのことに

よって、人は自分にとっては無と思えること── 44 章。

　神はすべての啓示の中で、人は休むことなく、常に意思を働かせ、永久に徳を働かせていること

を、しばしばお示しになりました。そして、この働きがどのようなものであるかについては、最初

の啓示において示され、それはまた驚嘆すべき背景のうちに示されました。というのもそれは、あ

りがたき我らが聖母マリアの魂の働きに、すなわち、真実と英知のうちに示されたのです。また、

どのように示されたのかについては、神の恵みを得て、見た通りにお話しできればと思っておりま

す。真実を神が語り、英知を神が見つめ、この２つから第３のものが生じます。それが、神のうち

なる驚くべき聖なる喜びであり、すなわちそれは愛なのです。まさに真実と英知があるところには、

実にその両者から愛が生まれ、すべては神がお造りになられるものなのです。なぜなら、神は尽き

ることなき至高の真実であり、尽きることなき至高の英知であり、尽きることなき至高の愛なので

す。そして、それは造られたものではないのです。人の魂は神の中の生き物であり、神と同じ特質

をもちますが、それは造られたものです。そして常に、造られた目的にかなう行いをします。それ

は神を見、神を見つめ、そして神を愛します。ですから、神は人に喜びを見出し、人は神に喜びを

見出し、終りなく驚嘆することとなります。この驚きのうちに、人は神を、自らの主を、自らの造

り主を、見ることとなるのです。そして、造られた自分と比べると、神はとても気高く、とても偉

大で、とても善きものであるため、人にとっては自分がなんらかの値打ちを持っているものとは到

底思われません。ですが、明々白々な真実と英知が、人に自らが愛のために造られたものであると

いうことを見て取らせ、理解させるのです。そしてその中に、神は永遠に人を養っておられるのです。

45

確固として揺るぎない神の判断と、移ろいやすい人の判断について── 45 章。

　神が我々に判断を下される際には、自然に備わっている我々の本質にもとづいてなされますが、
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それは常に神の中に終りなく、まったきままに損なわれることなく、ひとつに保たれているものな

のです。そしてこの神のご判断というものは、神の義にもとづくものです。一方、人は変りやすい

肉の感覚にもとづいて判断します。それはこの時にはこちら、またある時にはあちらと、どちら側

が出るか、つまりどちらが姿を現すかによって決まります。そしてこの知恵は、こん然一体となっ

たものなのです。なぜなら、それは時に、すぐれてやさしいもので、時にはきびしく過酷なものな

のです。そして、それがすぐれてやさしいものである限り、それは義にもとづくものです。そして

それがきびしく過酷なものである場合には、我らが善き主であるイエスが、ありがたき受難の徳を

通じて、慈悲と恵みを用いてそれを正し、義しさへと導いて下さいます。そして、このようにこの

２つには調和がもたらされ、ひとつになりますが、しかし天では永遠にそれが、その両者が、知ら

れることとなります。

　第１の判断は、神の義からのもので、神の高貴で無限なる生命からくるものです。そして、これは、

神が我々には全くどんな責めも背負わせにはならないということを私が見た、あのすばらしい啓示

ににおいて示された、公正ですばらしい判断なのです。そして、これはすばらしくありがたいもの

ではありましたが、私はこれを見つめているだけでは、十分には慰められませんでした。そしてそ

れは、私が以前理解していた聖なる教会の教えのためで、それはいつも私の頭にあったものなので

す。ですが、この教えによると、私は自分を罪人として知るということがふさわしいようで、そし

てその同じ教会の教えによると、罪人は時に非難や怒りの対象となる、というのが私の理解でした。

そしてこの２つを、私は神のうちには見出すことができなかったのです。ですから、その時の私の

願いは、筆舌に尽くしがたいものです。なぜなら、より気高い方の判断は、神ご自身がその時にお

示しになったものですから、私がそれを受け入れるのは当然のことでした。そして、低い方の判断

は、以前に聖なる教会で私に教えられたものでしたので、私はどうしても低い方の教えを捨てるこ

とはできませんでした。

　ですから、私の望みは次のようなものでした。聖なる教会の伝えるこの教えは、神の目にはどの

ようにお映りなのか、私が真実をどのように知るべきなのか、神のうちに見たい。そしてどうすれば、

神にとって誉れで、私にとっても正しいように、２つながら保つことができるのか。そして、この

すべてのことについて、あとでお話しするすばらしいたとえ話、ある主人とそのしもべの話、以外

には、私にはどんな答えもありませんでしたが、それは鮮烈に示されたのでした。そして私は依然

として望んでおりますし、私が最後を迎えるまで望んでいくものと思われますが、恵みによって、

この２つの判断を私にふさわしく理解したいのです。なぜならば、天上のものすべてと、天にふさ

わしい地上のものすべてが、この２つの判断に込められているからです。そして、この２つの判断

について、聖霊のありがたいお導きによって、より深い理解を得れば得るほど、より一層、我々は

自分自身の欠点を目にし、自分自身の欠点を知ることとなるのです。そして、そういった欠点を見

れば見るほど、一層より自然と、恵みを得て、尽きることなき喜びと至福で満たされたい、と願う

ようになるものなのです。なぜなら、我々はそのように造られており、我々の自然に備わっている

本質は、今や神のうちで至福に恵まれているのです。そして、それは造られて以来、ずっとそうで

ありましたし、未来永劫にわたってもそうあるものなのです。
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46

我々は、信仰と恵みによるのでなければ、この世において自分自身を知ることはできないものであ

り、また自分自身を罪人として知るのでなければ、自らを知ることはできない。そして、魂にもっ

とも近いお方であり、それを養って下さっているお方である神が、決してお怒りになることがない

のはいかにしてか── 46 章。

　しかし、この世において、我々の肉の感覚で経験する仮の暮らしでは、我々は自分自身を知るこ

とはありません。後になって初めて、我々はまさに、鮮明に、まったき喜びのうちに、我らが主で

ある神を知ることとなるのです。ですから、我々が至福に近づけば近づくほど、我々は一層それを

請い願うようになり、そして自然に備わっている本性と、恵みとによってそうなる、というのがと

ても望ましいことなのです。この世の暮らしにおいても、我々の高貴な本質の絶えざる助力と力を

得ていれば、自分自身について知ることができるかもしれませんし、そのように知ることにより、

慈悲と恵みによってさらに一層大きく成長することができるかもしれませんが、決して我々は自分

自身について究極まで知ることはできないものなのです。その極みにおいて、このはかない生と、

この世の痛みと苦しみが終りを迎えるのです。ですから、生まれもった本質と、恵みの助けを借り

て、力の限り、終りなきまったき喜びのうちに自分自身を知ることを願い望むことは、我々にとっ

てまさにもっともなことなのです。

　ですがこの時、終始一貫、私は２つのものを思い描いておりました。ひとつは、確固たる養いと

ありがたい救済を伴う、永続する愛です。なぜなら、啓示はすべてこの点についてのものであった

からです。もう一方は、私がそれまでに教えを受け、礎とし、用いることに努め、理解することに

励んできた、聖なる教会の一般的な教えです。そして、これを観想することを、私はやめませんで

した。というのも、その啓示によって、触発されてどこか別のところへ導かれていく、というよう

なことが、全く少しも、私には起こらなかったからです。その代わりに、教会の教えを愛し、慈し

むことによって、我らが主のご助力と恵みを得て、成長し、より天上に近い知識と、より高貴な愛

へと登ることができるのだ、という教えを私は受けたのです。そしてこのようにして、このことに

思いを巡らせている間中、自らが罪人であることを見つめ、知ることが我々には似つかわしいく、

なすべきではない数々の邪悪な行いをし、なすべき善き行いを行わずにおり、したがって、我々に

は苦痛と怒りがふさわしいのだ、と思われました。そしてこういったさまざまのことにも関わらず、

私は実に、我らが主はこれまでもお怒りになったことはなかったし、そしてこれからもお怒りにな

ることはない、ということを理解しました。なんとなれば、そのお方は神であり、善、命、誠、愛、

平安であるのです。そのお方の愛と調和は、そのお方がお怒りになることを許さないのです。なぜ

なら、誠にもって、怒ることは力の特質に反するものですし、また英知の特質にも反することでも

ありますし、また善の特質にも反するものであることを、私は理解したのです。神は、怒ることあ

たわざる善なのです。なぜならそのお方は、善以外のなにものでもないのですから。我々の魂はそ

のお方と結びつけられています。不変の善であられるお方です。そして神と我々の魂のあいだには、

怒りも、許しも、神の目には存在しません。というのは、我々の魂は、神ご自身の善性から神と十

全に一体となっており、神と人の魂とのあいだには全く何も存在することができないからです。
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　そして個々の啓示において、私の魂は、愛によってこの理解へと導かれ、力によって引き寄せら

れました。そして、我らが善き主はこのようにお示しになり、いかにして主の誠に大きな善からそ

のようになるかお示しになりました。そして主は、我々に知ることを願って欲しいとお考えです。

それはつまり、被造物が知るのにふさわしいように、ということです。なぜならば、素朴な魂が理

解したことは、神はそれが示され、知られることを望んでおいでなのです。というのも、主が秘密

にされたい物事は、しっかりと賢明に、主ご自身が愛のためにお隠しになるものであるからです。

私は同じ啓示の中で、あまたの秘密が隠されていることを理解しました。それは神がご自身の善か

ら、我々がそれを目にするのにふさわしくしていただけるまで、決して明かされることのないもの

なのです。そしてそのことに、私はとても満足しておりますし、この高貴な驚異にみられる我らが

主のご意志を、お待ち申し上げております。そして、今や私は自分自身を、我が母である聖なる教

会にゆだねるものです。無垢な子がなすべきように。

47

我々はいつでも神をたたえながら、大いなる畏れをもって驚き、謙虚に苦しみに耐えなければなら

ない。そして、我々の盲目さが、つまり我々が神を見ないことが、いかに罪の源となっていること

か── 47 章。

　我々の魂には２つの義務があります。ひとつは、我々が恭しく驚くこと。もうひとつは、我々が

いつでも神をたたえながら率直に苦しむこと。なぜなら、まもなく神ご自身のうちに、我々が望む

ものすべてをはっきりと見ることになるということを、我々が知ることを神が望んでおいでである

からです。そしてこのすべてにも関わらず、私は神の慈悲と許しとはなんであろうかと考え、驚き

を禁じ得ませんでした。なぜなら、私がそれまでに受けていた教えでは、神の慈悲とは、我々が罪

を犯した後に受ける、神の怒りに対する許しである、と理解していたからです。なんとなれば、愛

することが願いであり目的であるひとつの魂にとって、神の怒りはいかなる苦痛よりも厳しいもの

と思われます。ですから私は神の怒りの許しは、神の慈悲のかなめのひとつだと理解していたので

す。しかし、いかなる啓示においても、何を凝視してみても、何を願ってみても、私はこの点を目

にすることができませんでした。

　ですが、慈悲の働きについて私が理解し、目にしたことについて、神の恵みをいただいて、いさ

さかお話ししましょう。私が思うに、この世に住まう人間というものは、移ろいやすく、弱さのた

め誘惑に負けて、罪を犯します。人間は弱く、己のことをよくは知らず、またその意思は曇らされ

てしまっています。そしてこの世で、人間はあらしにもまれ、悲しみと辛さに打ちひしがれており

ますが、その原因は盲目さなのです。なぜなら、人間が神を見ないからです。というのも、もし人

が絶えず神に目を向けていれば、邪悪な気持ちなど起きようはずもなく、罪へと連なるような願望

を引起こされることも全くないはずなのです。この時、私はこのように目にし、感じました。そし

て、その光景と感覚は、我々のこの世の暮らしでの普通の感じ方と比べると、高貴で、豊穣で、恵

みにあふれたものでしたが、それでも私には、魂が神を目にしたいと願うその気持ちの大きさから
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考えると、小さく劣ったものだと感じられました。なぜなら、私は自分の中に、次のような５種類

の働きを感じたからです。喜び、嘆き、願い、畏れ、そして確かな希望。喜びとは、すなわち、神

が私に理解させて下さり、私が見たのは神ご自身であると知ったこと。嘆きとは、欠けているもの

を求めること。願いとは、天においてまさに明白な形で神とまみえるまでは、我々は決してまった

き安息を手にすることがない、と理解し、知りながらも、もっともっと神のお姿を拝見できますよ

うに、という思い。畏れとは、その間中ずっと、その光景がこつ然と消えてしまい、自分が一人に

されてしまうのではないか、と感じられたこと。確かな希望とは、永遠の愛のうちにあり、私が神

の慈悲のうちに養われ、神の至福に迎え入れられるものだ、と理解したこと。そして、神が慈悲深

く養って下さっているという光景を目にしたよろこびのため、安心し落ち着いたので、嘆きと畏れ

はそう大して苦痛ではありませんでした。

　それでもこのすべての神の啓示の中で、このような神のお姿の様子は、この世ではずっとは続か

ないものなのではないか、そしてそれが神自身の誉れであり、我々の尽きせぬ喜びを増すものなの

ではないか、と考えました。このようなわけですから、我々は時に神のお姿を見失い、瞬時にして

孤独となり、そして我々は義しさの感覚を見失います。そこには、我々のうちにあるものとは正反

対のものと、いにしえの我々の初めての罪の根、およびそこから派生した我々の作ったあらゆる罪、

これら以外のものはなにものもなく、この世の生において我々がよく知っているように、この中で、

我々はもがき、翻ろうされ、さまざまな罪と苦痛の気持ちを、霊的にまた肉的に、味わっているの

です。

48

慈悲と恵みと、それらの特質について。そして我々がじっと困難を耐え忍んだ経験が、いかに喜び

となるか── 48 章。

　しかし、我らが主である聖霊は、そのお方は我々の魂の中にお住まいになっている永遠の生命な

のですが、まったく完全に我々を養って下さっており、我々の中で平安を作り出し、恵みを用いて

平穏へと導き、神へ取りなしをし、魂を柔和にして下さいます。そしてこれが慈悲であり、我々が

この移ろいやすい世に生きている限りにおいて、常に我らが主が我々を導いて下さるやり方なので

す。なぜかというと、人間の側のものを除いて、私は一切怒りというものを目にしなかったのです。

そして主は、その我々のうちにあるものはお許しなのです。なぜなら、怒りは、平安と愛の対局に

あるもの、正反対のものに外ならず、そしてそれは、力が足りないか、英知が足りないか、善が不

足しているか、いずれかのために生ずるものです。そして善の不足は神には起こり得ず、我々の側

に起こるものなのです。なんとなれば、我々は罪と惨めさのために、己の中に、平安と愛に対する

惨めで絶えることなき反対物をもっているからです。そして主は、同情と哀れみの素晴らしい表情

でそのことを繰り返しお示しになりました。なぜならば、慈悲の礎は愛であり、慈悲の働きという

ものは、我々を愛のうちに養い続けることなのです。そしてこのことは慈悲について、それがあた

かも愛の中だけにあるもの、としか理解できないように示されました。すなわち、私にはそのよう
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に思われたのです。

　慈悲というものは、あふれんばかりの同情とひとつになった、ありがたき恵みに満ちた愛の働き

です。なぜなら、慈悲は我々を養いながら働き、また、慈悲はいかなるものをも善に変えながら働

くのです。愛による慈悲は、我々が少しは誤ることを許します。そして我々が誤った分だけ、我々

は堕落します。そして我々が堕落しただけ、我々は死ぬのです。なぜかといえば、我々の生命であ

る神を見失い、神を感ずることがなくなるのであれば、その度合いに応じて我々が命を失うのは至

極当然なことなのですから。我々が誤ることは恐ろしく、我々が堕落することは恥ずかしく、我々

が死ぬことは悲しいことです。ですが、この間にも、ありがたき哀れみのまなざしが我々を離れる

ことは少しもありませんし、慈悲の働きが止むこともありません。というのも、私は慈悲の特質を

観想し、また恵みの特質をも観想しました。そしてこれらのうちに、ひとつの愛における２つの働

きを見て取りました。慈悲は、やさしき愛にみられる、母なる愛にふさわしい哀れみにあふれた特

質をもっており、恵みは、同じ愛に見られる、威厳に満ちた君主にふさわしい誉れ高き特質を備え

ているのです。慈悲は働きます。養い、許し、生かし、いやし、そしてすべてはやさしき愛からく

るのです。そして、恵みも働きます。高みへと引き上げ、報い、そして、我々の愛と苦労が値する

ものを果てしなく包み込み、そして遠くへと広がり、驚嘆すべきやさしさのうちにある、高貴であ

ふれんばかりで神の威厳に満ちあふれた力を示します。そしてこれこそが、あふれんばかりの愛な

のです。なぜならば、恵みは我々の恐ろしき過ちを、あふれんばかりで終りなき慰めに変えて下さ

り、恵みは我々の恥ずべき堕落を、とても誉れ高き上昇へと変えて下さり、恵みは我々の悲しき死を、

神聖な至福の命として下さいます。なんとなれば、私はとてもしっかりと理解したのです。我々の

反対物が、恥と悲しみが、我々を地上の苦痛で苦しめるのとまさしく同じように、まさに好対照に、

恵みは天上において我々に働き、慰め、誉れ、至福をもたらして下さるのです。そして、これらの

ものをみな越えて、我々が天上へと昇り、恵みが我々のために用意して下さったありがたき褒美を

受ける時、我々は、苦しみに耐得るという経験を経てきたことを果てることなく喜びながら、我ら

が主に感謝し、我々の主を祝すことになります。そしてそれは、我々が神のうちに知ることとなる、

ありがたき愛の特質のひとつからくるものであり、我々は、それまでに苦しみを知ることなしには、

決して知ることができないものなのです。

　そして、私がこのすべてを理解した時、神の慈悲と許しとは、我々に対する怒りを和らげ鎮める

ことだ、と認めざるを得ないように思われました。

49

我々の命は、愛に基礎をおいており、それがなければ我々は消え去るのみである。しかし、神は決

してお怒りにならず、我々が怒り、罪を犯す時、神は、我々の辛苦に報いつつ、慈悲深く我々を養っ

て下さり、平安へとお導き下さること── 49 章。

　なぜかといえば、これは魂にとって高貴な驚きでした。それはすべての啓示において絶え間なく

示されており、注意深く見るべきものであったのです。我々の主である神は、ご自身については、
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許すということがありません。なぜならば、神は怒ることがないからです。つまりそれが不可能だ

ということになります。というのも、次のように示されたのです。我々の生命は、すべてが愛を基

礎とし、そこに根を張っています。そして、愛がなければ生きてはいけません。ですから、神の特

別の恩ちょうによって、神の高貴で驚嘆すべき善をあまたに目にし、そして我々が愛において神と

永遠にひとつになっていることを目にする魂にとって、神がお怒りになるということは、考えられ

うる限り最も不可能なことなのです。なんとなれば、怒りと友愛とは、２つの相対立するものであ

るからです。といいますのも、我々の怒りを鎮め、怒りをなきものにし、我々を謙虚で柔和にして

下さるお方にとっては、いつでも謙虚で柔和なひとつの愛のうちにあることがふさわしいのです。

それは怒りとは相反するものです。なぜならば、我らの主が姿をお見せになるところでは、平安が

理解されるべきで、怒りがふさわしい場所ではないのです。なぜならば、私は神のうちにいかなる

怒りも、短いものも長期にわたるものも、目にすることはなかったからです。そして本当に、私が

思うには、もし神がいささかでもお怒りになることがおありでしたら、我々は決して命を授かるこ

とも、居場所をもつことも、存在することもできなかったでしょう。なぜなら、まさに神の無限の

力と、無限の英知と、無限の善によって我々が存在するように、我々を守って下さっているのは、

無限の英知と無限の善における神の無限の力なのです。というのも、我々は自らの中に、邪悪さや、

争う心や、敵対心を感じたにしても、それでも我々は、すっかりと神のやさしさのうちに包まれて

おり、神の仁慈と従順さと謙虚さの中にあるのです。なぜなら、尽きることなき我々の友愛、我々

の居場所、我々の生命、そして我々の存在は神のうちにあることを、私はしっかりとこの目で見た

のです。というのも、我々が罪を犯す時に、我々を養って下さっている、その同じ善、そのおかげ

で我々は消え去らずにすんでいるのです。その同じ善が、絶えず我々を、怒りや相対する堕落へで

はなく、平安へといざない、本当の畏れをもって許しを得るために、我々の救済への恵みにあふれ

た願いを込めて、強く神を求めることが必要であることを我々に気付かせてくれるのです。という

のも、我々が本当に平安と愛のうちにあるようになるまでは、我々はありがたく救われたとはいい

がたいからです。なぜなら、それこそが我々の救済であるからです。

　そして我々は、怒りや我々のうちにある反対物によって、我々の不明や脆弱さにふさわしく、時

に苦難や、不安や苦しみに陥ることがありますが、それでも、しっかりと、神がありがたく養って

下さっているので、我々は安全であり、消え去ってしまうことはないのです。ですが、我々は、無

限の喜びを得てありがたく救われた、というわけではないのです。完全に平安と愛のうちにあるよ

うになるまでは。それはつまり、神にすっかりと満足し、神のあらゆるみ業に、そして神のすべて

のご判断に満足し、また自らを愛し、自らを慈しみ、我々の同胞のキリスト者と神が愛する者みな

を愛し慈しむようになることなのです。愛の名にふさわしく。そしてこのすべてを、我々のうちな

る神の善が行うのです。

　このように、私は、我々が労苦に直面している時に、神がまさに我々の平安であり、神が我々を

しっかりと養って下さる方であり、そして神は、いつも我々を無限の平安へと導くために働いてい

らっしゃるのだ、ということを理解しました。そしてこのように、慈悲と恵みの働きによって、我々

が謙虚で柔和に保たれている時には、我々には本当に危険がないのです。出抜けに、魂が神とひと

つになります。それは魂が自ら本当に平安のうちにある時です。なぜなら、神にはまったく怒りが

ないからです。そしてこのように、私は、我々がまったく平安で愛のうちにある時、反対物は、あ
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るいは今や我々のうちにある反対物からの障害は、まったくない、ということを理解しました。我

らが主は、善性から、それが我々に役立つようにして下さっています。というのも、その反対物は、

我々の苦難、そして我々のあらゆる苦しみの源なのですが、我らが主はそれらをみな取り上げ、天

へと送って下さいます。そしてそこで、心に思い浮かぶよりも、また言葉に出して話すよりも、よ

り一層ありがたく、うれしいものに変えて下さるのです。そして我々がそこへとやってくる時、そ

れらの準備が整い、すべてがとても麗しい無限の誉れとなっているのを目にすることとなるのです。

このように、神は我々の確固たる地盤なのです。そして神は我々にとっての十全な至福であり、我々

がそこへ参る時には、神のように我々を不変にして下さいます。

50

選ばれし者が決して神の面前で死すことがないのは、いかにしてか。そしてそのことについての驚

き。また、３つのことがかの女に、神に対してそれをどのように理解したものかと、勇気をもって

尋ねさせたこと── 50 章。

　そしてこの恐ろしい生においては、慈悲と許しが我々の生きてゆく道であり、慈悲と許しが我々

を恵みへと、いつでも導いているのです。我々の側であらしや悲しみに出会うと、地上における人

間の判断では、時に我々は死んでしまいます。ですが、神の目には、救われるべき魂は安全であり、

決して死ぬことはありませんでしたし、これからも決してありません。それでも、驚きを禁じ得ず、

不思議でならず、私は魂を総動員し、次のように考えました。「善き主よ。あなた様がまさに誠で

あることはよく分かっておりますし、我々が日がな一日ひどく罪を犯しており、大変な罪を問われ

るべきこともよくよく承知しております。そして私は、この真理の正しさを捨て去ることもできま

せんし、いかなるおとがめの形跡もあなた様がお示しになられる気配はございません。どういうこ

となのでございましょうか」というのも、聖なる教会によくみられる教えと、私自身の感覚から、

常に我々の罪の責めは我々の双肩にかけられている、最初の人間から、我々が天上に昇るまでそう

だ、ということを私は知っていたからです。ですから、このことは驚きでした。我らが主である神は、

我々にいかなる罪もお示しにならず、あたかも我々が天上の天使たちのごとく、清浄で神聖だ、と

言わんばかりに思えたのですから。そしてこの対立する２者の間で、私の理性は自分の不明に苦し

められ、そして、神のありがたいお姿が私の視界から消え去り、神がどのように罪のうちに我々を

見守って下さっているか分からないままになってしまうのではないかと恐れて、私は気持ちが休ま

ることがありませんでした。というのも、私が神のうちに、罪はぬぐい去られたと理解するか、あ

るいは、神のうちに、神が罪をどのようにご覧になっているかを理解することが、どちらか一方は

ぜひとも必要なことだったのです。そうすれば、私がどのように罪を見るのが、またどのような責

めを受けることになると理解するのが適切か、知ることができるようになるのですから。

　私の願いは続きました。絶えず神を見つめながらです。ですが、私はとても恐ろしく、また混乱

し、落ち着きを失ってしまい、思いました。「もし私が次のように考えたら、どうでしょうか。我々

は罪人ではなく、罪の責めを負うものでもない、としたら。私は過ちを犯し、この真理を知ること
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ができていないようです。そしてもし、我々が罪人で、責めを負わなかればならないのであれば、

よき主よ、もしそうなのであれば、私があなた様のうちにこの真理を目にすることができないのは、

なぜなのですか。私の神であり、私の造り主であり、私がすべての真理をあなた様の中に見ようと

願っているお方でおありですのに。なぜかというと、３つの点が勇気をもって、私にそれを尋ねさ

せるのです。まず第１に、それがとても身近なことであること。なぜなら、高尚なことなら恐れを

なしていたでしょう。第２に、それがとても普通のことであること。なぜなら、特別でひそやかな

ことであれば、また恐れをなしていたでしょう。第３に私がそれを知ることを必要としていたこと。

なぜなら、私が思うに、もし私がこの世で生きていくのであれば、善と悪とを知り、そうすること

で理性と、恵みによって、善悪をより明確に分け、聖なる教会の教えるように、善を慈しみ、悪を

憎むことができるようになるからです」私は力の限り心の中で叫び、次のように考えながら、神の

ご助力を求めました。「おお、主なるイエスよ。至福の王よ。私はどのようにすれば心の安らぎを

得ることができるのでしょうか。知る必要があることを、どなたが私に教え、語って下さるのでしょ

うか。もし、今、そのことをあなた様のうちに見ることができないのであれば」

51

先の疑念に対する、主人としもべの驚くべきたとえ話による答え。そして、神は待たれることをお

望みであること。なぜならば、その女がこのたとえ話を十分に理解するまでには、ほぼ 20 年の歳

月を要したのであるから。そして、キリストが父なる神の右側に座しているのは、どのように解さ

れるべきか── 51 章。

　そしてそれから、我々のやさしき主が、とても比喩的に、主人としもべのすばらしきたとえ話を

用いてお示しになり、お答えになりました。そして、そのふたりの光景を私の心に見せて下さいま

した。その光景は、主人のうちにおいて２重の意味をもつもので、またしもべの側においても２重

のものでした。そして、一方の光景は霊的に肉の姿で示され、もう一方のものはより霊的に、肉の

姿を伴わずに示されました。

　そしてその第１。私はふたりを肉的な姿で見ました。つまり主人としもべです。これによって神

は、私に霊的な理解を授けて下さいました。主人は、威厳に満ち、ゆったりとくつろいで座ってい

ます。しもべは、主人の前に恭しく立って、いつでも主人の意のままを行なおうと準備万端です。

主人はとても愛情のこもった優しいまなざしをしもべに注ぎ、そしてしもべに自らの意思を実行さ

せるべく、ある場所へとやさしく遣わします。しもべは、ただ赴くのではなく、突如として跳ね起

き、自らの主人の意思を果たさんがために大急ぎで走っていきます。まもなく、しもべは草地で転

び、ひどい大けがをします。するとしもべは、うめき、わめき、泣き叫び、身もだえしますが、立

ち上がることができず、手の施しようがありません。そしてこの中で、私が見て取った一番の問題は、

助けがなかったことです。なぜなら、しもべは自分のすばらしき主人に目をやるべく、顔を向ける

ことさえもできませんでした。しかもその主人の方は、すぐ近くにおり、十分な慰めが主人には用

意されているのです。ですが、その時は弱々しく思慮に欠ける人間であったため、しもべは自分の
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感情に支配され、嘆きに身を任せ、嘆いているうちに、７つの大きな苦痛を経験しました。第１は、

転んだ時にできた大きな傷。それは感じることができる痛みでした。第２には、体の重さ。第３には、

この２つから生ずる弱さ。第４には、理性の光を失い、そして心を失い、自分自身の愛をもほぼ見

失ったこと。第５には、立ち上がることができなかったこと。第６には、これが私にはとても驚き

だったのですが、ひとり横たわっていたこと。私はあちこち見回し、目を凝らしてみました。遠く

も、近くも、上手も、下手も。それでも、しもべを助けてくれるものは何ひとつありませんでした。

第７には、しもべが横たわっていた場所は、広く、固く、恐ろしい場所であったこと。私は、この

しもべが、そこでこの辛さを従順に耐えしのぐことが一体どうしたらできようかと思いました。そ

して私は、しもべになんらかの落ち度があったのか、あるいは主人がしもべになにかの責任を押し

付けるのかどうなのか、知りたいと思い、じっくりと見つめました。そして、そこには本当のとこ

ろ見るべきものは何もありませんでした。なぜなら、しもべの善き思いと大いなる願いが、しもべ

が転んだ理由だったのですから。そして、しもべは主人の思し召しを果たそうとその前に立った時

と同じく、内心無邪気な善き心根だったのです。

　そしてまさしく同じように、しもべの主人も、常にやさしくしもべを見つめていました。そして

今や、ふたつながらの表情をお示しです。ひとつは、外面的なもので、とても謙虚でやさしく、大

いなる哀れみと同情をもったもの。そしてこちらが第１のものです。もうひとつが、より霊的なも

ので、こちらは私の心を主人の中へと導きながら示されました。そして私は、このことを主人がと

ても喜んでいるのを目にしました。というのも、主人は、あふれんばかりの恵みで、誉れ高き安息

と高潔さへと、しもべをもたらすことを願い、またそうするのです。そしてこちらが、２番目に示

されたことでした。さて、そして私の心は、両者を心にかけながら、再び第１の方へと導かれてい

きました。それから、やさしき主人が心のうちを語ります。「ああ、ああ、我が愛しきしもべよ。

私への愛ゆえに私に仕えるために、しもべはなんという怪我と痛みを被ってしまったことか。そう、

それも良心故のものなのだ。しもべの叫びや恐怖、怪我や負傷、そしてあらゆる悲痛に報いるので

は十分ではないのだ。それだけではなく、どこにも怪我がなかった場合よりも、しもべにとってよ

りよく、より誉れとなる贈り物をするのが、私にはふさわしいのではなかろうか。そうしなければ、

しもべに礼を尽くしたことにはならないだろう」そして、この点について、主人の心持ちの霊的な

啓示が私の魂に降りてきました。その中で、私は主人の偉大さと、主人自身の誉れを考えれば、主

人が敬愛する立派なしもべは、転倒しなかった時より以上に際限なく、ふさわしくそしてこの上な

く、報われるのがもっともだと、私には思われました。そうです、そのようにして、しもべの転倒

とその時に味わった辛さは、ありがたくすべてに勝る誉れと、尽きせぬ至福へと変るのです。

　そしてこの時点で、たとえ話の啓示はやみました。こうして我らが善き主は、私の心に光景をお

示しになり、導いて下さり、啓示は終りを迎えました。しかし、このようにいろいろとお導きいた

だいたわけではありますが、このたとえを目にした驚きは、決して消え去りはしませんでした。な

ぜかというと、それは私の願いに対する答えとして与えられたわけなのですが、私は依然として、

当時その答えに十分に得心することができなかったのです。なぜなら、後で述べますが、アダムと

して示されたそのしもべに、私は数多くの特質を目にして、ひとりのアダムにそれらを帰すること

がとてもできなかったからです。ですから、当時、私はほとんど何も分からないような状態でした。

なぜなら、この驚くべきたとえ話の十全な理解は、当時の私には与えられなかったのですから。
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　そしてこの難解なたとえには、啓示の中にみられる３つの特質が、まだ大いに隠されているので

す。そしてそれにも関わらず、私はどの啓示にもたくさんの秘密が含まれていることを目にし、理

解しました。ですので、私が幾らか慰められた３つの特質について、今ならお話ししてもよろしい

でしょう。第１は、時を同じくして私がそこに理解した、教えの始まり。第２に、私がそこにそれ

以降理解した内的な教え。第３に、始めから最後までの啓示全体、すなわち、この書全体。それを

我らが主である神は、時に寛大に、私の心の目にお示し下さいます。そしてこれら３つはとても密

接に結びついており、私の理解では、それらを分けることは不可能ですし、やって出来るものでも

ありません。そしてこれら３つをひとつとして、私は我らが主である神を信じ、信頼すべきなのです。

そして、神がそれをお示しになったその同じ善から、そしてまったく同じ目的のために、まさしく

同じ善と目的のために、み心にかなう時に、神は我々に明確にそれをお示しになるのです。この啓

示以来、２０年になるまでには３か月足りませんが、私は内的な教えを受けました。それは次のよ

うなものです。「汝は、たとえ話の中に示されたすべての特質や特性に注意を向けるがよい。たと

えそれらが汝の目には霧がかかったようで、おもしろ味がなかったにしても」私は、大いなる望み

を持って同意し、当時示されたあらゆる点や特質を、私の頭と心があたうる限り、うちなる目でよ

くよく見つめました。まず初めに見つめたのは、主人としもべです。主人の座り方、座っている場

所、お召し物の色と形、そして外に見える顔色と、うちなる高貴さと善。しもべの立ち方と、どこ

にどのように立っているか、また着衣の様子、色と形。外見の様子と、内的な善、およびなんでも

進んでおこなう心掛け。

　威厳に満ちてゆったりと平安のうちに座している主人は、神である、と私は理解しました。主人

の前に立っているしもべは、アダムとして示されたものだ、と私は理解しました。つまり、当時は、

ひとりの者が示されたのです。そしてその者が転んだことが示されたのは、それによって神が、人

間とその堕落をどのように見ているかを理解させるためでした。なぜなら、神の目にはすべての人

はひとりであり、ひとりがすべての人であるからです。この男は力をそがれ、とても弱々しくさせ

られました。そしてその男の心は打ちふさがれたのです。なぜなら、その者は自分の主人を見つめ

ることをやめてしまったからです。ですが、彼の意思は、神の目には、完全なまま保たれていまし

た。なぜなら、私は、その者の意思が我々の主にたたえられ、認められるのを見たからです。ですが、

その者自身は、邪魔をされ目をふさがれ、このみ心を知ることがありませんでした。そしてこのこ

とはその者にとって、大きな悲しみであり、またひどい苦痛でした。なぜなら、その者には、自分

のすばらしい主人を目にする機会がありません。その主人はその者にとって、とても謙虚で心やさ

しいお方なのです。そしてまた、その者は、自分がすばらしい主人の目にどのように映っているか、

本当に知ることもありませんでした。そして、私はよく承知しておりますが、この２つを、懸命に、

そしてまた本当に目にさえすることが出来れば、我々はこの世でいくばくかの安息と平安を手にす

ることができるものなのです。そして、主のあふれんばかりの恵みがあれば、天上の完全な至福も、

手に入れることができるものなのです。そして、これが、この時に主が我々の罪をどのようにご覧

になっているかという教えを、私が目にした始まりでした。そしてその時、ただ苦痛のみが、責め、

また罰することをなし、我々のやさしき主は、いつでも魂ににこやかな表情を見せ、愛して下さり

ながら、我々を至福へと導くことを願いつつ、慰めを下さり、悲しんで下さるものなのである、と

いうことを私は理解しました。
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　我々の主がお座りになった場所は、簡素な所でした。砂漠の不毛な大地の上でした。おひとりで、

荒野の中に。主のお召し物はゆったりと、たっぷりとしたもので、主人たる人物にたいそうふさわ

しいものでした。主のお召し物の色は、空のような青い色で、とても色が濃く、すばらしいもので

した。お顔には慈悲があふれ、お顔の色はすてきな茶色で、恵み深い特徴を備えておいででした。

目は黒で、とてもきれいですばらしく、はなはだ麗しい哀れみをたたえていました。主のうちには、

高貴で安全な場所があり、広くて長く、尽きせぬ天国であふれんばかりでした。そして、しもべを

絶えず見つめていたすばらしい表情は、そして特にしもべが転倒した時のものは、愛のために我々

の心を溶かし、あまりの喜びのために我々の心を２つに裂いてしまうのではないかと思われました。

そのすばらしいお顔の様子は、見目麗しく、上品な混合物でした。ひとつは、慈悲と哀れみの、も

うひとつは喜びと至福との。喜びと至福は、天が大地の上にあるように、慈悲と哀れみをはるかに

しのぎます。哀れみは地上のもので、至福は天上のものです。父なる神の慈悲は、アダムの堕落に

関するもので、アダムは、父のもっとも愛する生き物です。喜びと至福はありがたき子のもので、

その子は父と並ぶものです。この神々しい慈悲の表情からあふれくるまなざしが、地上を満たし、

アダムとともに地獄へと至り、その絶えざる哀れみが、アダムを無限の死から救ったのです。そして、

この慈悲と哀れみは、我々が天に至る時まで、人類とともにあります。ですが、人はこの世では盲

目であり、よって我々の父である神の姿をあるがままに目にすることができません。そして、父が

善意から人に姿をお示しになる時はいつでも、父は人の形を借りて、親しみやすくお姿をお示しに

なります。私は本当のところは理解できませんでしたが、我々は父は人ではないということを知り、

信ずべきなのです。しかし、父が砂漠の不毛な地面に腰を下ろしていたことは、次のことを表して

いるのです。父は、人の魂を父自らの街、住まいとなさり、そのことは、父のすべてのみ業のうち

で、もっとも父が喜んでいることなのです。そして、人が悲しみや苦痛にさいなまれたとき、父は

その高貴な役割を、いつでも喜んで果たすというわけではなかったのです。ですから、我々の優し

き父は、特別な場所を用意することなく、人類を、すなわち地にまみれた人々を、ありがたき子が、

父の恵みを得て、たいへんな苦労をもって、父の街をあがない、高貴ですばらしいものにする時を

待ちながら、地面に腰を下ろしていたのです。

　お召し物の青さは、父の終始変らぬ不変性を表しています。すてきな黒い瞳をもった美しいお顔

の茶色は、神聖な謹厳さを正に体現しています。あたりに美しく光を放っていたお召し物の大きさ

は、父があらゆる天と喜びと至福をうちに秘めていることを表しています。そしてこれは私が、「私

の心が主の内側へと導かれました」と述べた際に、一瞬示されたのでした。その時、主が望み、し

もべを豊かな恵みによって誉れ高く復活させることを目にしたのです。

　それでも私は、以前に述べたように、主人としもべを見つめながら、不思議に思っておりました。

私は主人が、威厳に満ちて腰をおろしていて、その前にしもべが恭しく立っている姿を目にしまし

た。この中で、しもべは２重の意味を持っているのです。ひとつは外的なもの、もうひとつが内的

なものです。外面的には、しもべは働くのに適した労働者の簡素な衣服を身にまとい、主人のすぐ

近くに立っていました。ですが、それは真ん前ではなく、ちょっと横、少し左側でした。しもべの

服は、白いチュニックで、一重のもので、古くて擦り切れており、しもべの汗が染み付き、体にぴっ

たりとしていて丈が短く、膝の下、手のひらひとつ分ほどで、みすぼらしく、すぐにも擦り切れて、

まもなくぼろぼろになって破れてしまいそうでした。そしてこれを目にして、私は驚き、よくよく
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考えてみました。「こんなにも立派な主人の前に立ち、こんなにも愛されているしもべにしては、

これはあまりにも不釣り合いな服装ではないか」

　そして内的なものですが、しもべの内面に愛の基が示されていました。しもべが主人に対して持っ

ている愛とは、主人がしもべに対して持っている愛とまったく同じものであったのです。しもべの

英知は、なすべきことはひとつだけ、主人の誉れとなるべきことのみだ、と内的に理解しました。

そして、しもべは、愛のため自らのことなど顧みず、自分に何が起ころうとも気にかけず、大急ぎ

で出発し、走り出したのです。主人の命により、主人の願いを果たし、主人の誉れとなることをな

すために。なぜなら、しもべの外面的な服装からすると、長期間にわたってずっと働き手であった

ようですが、私が内的に目にした、主人としもべの双方の内的光景によると、しもべは新人のよう

で、それはつまり、新たに働きだしたばかりのようで、そのしもべはそれまでには使いに出された

ことが全くなかったようでした。地中には、主人が好きな宝物が埋まっていました。私は、それは

一体なんであろうかといぶかりました。すると、心の中に答えが浮かびました。「それは、主人にとっ

てうれしく心地よき食物なり」なぜならば、私は主人が一角の人物として腰を下ろしているのを目

にしましたが、主人には食べ物も飲物も、何も供されてはいませんでした。これがひとつの驚きで

す。もうひとつの驚きは、この威厳に満ちた主人には、たったひとりしかしもべがおらず、そのひ

とりを使いに出してしまうということです。私は見つめて、一体しもべがするのは、どんな仕事な

のだろうかと考えました。すると、しもべが行うのは、もっとも大変で一番苦しい労働に違いない、

と思われました。しもべは庭師に違いないと。穴を掘り、水路を付け、苦労して汗を流し、地面を

掘り返し、水脈を探り、必要な時に水をまく。そしてこのように、しもべは労働を続けることによっ

て、すばらしい水を絶やさず、気高くあふれんばかりの収穫物を実らせ、それをしもべは主人の前

へと持っていき、主人の気に入るように食卓を整えるものなのです。そしてしもべは、主人の気に

入るように食事の用意がすっかり整うまでは、決して立ち戻ってはいけません。そして、すべての

準備が整ったら、しもべは出来上った食事を携え、食事に飲物を添えて、とても恭しく主人の前へ

と食事を運ぶのです。そしてその間ずっと、主人は同じ場所に腰を据えて、自らが送り出したしも

べを待つものなのです。

　ですが、このしもべがどこからやってきたのか、私は不思議でたまりませんでした。なぜならば

私は、主人は自分自身のうちに永遠の生命と、ありとあらゆる善をお持ちで、欠けているのは地中

に埋もれている宝物だけで、それは主人のうちにある、尽きせぬ愛の驚くべき深奥に礎をおいてい

るものだ、と私は理解したからです。しかし、このしもべがすっかりと立派に準備を整え、主人自

身の前にそれを持って来るまでは、これはまったく誉れではありませんでした。そして主人がいな

ければ、そこはただの荒野にすぎない場所だったのですから。また、私はこのたとえが言わんとす

るところを完全には理解できませんでした。そして、私はしもべがどこからやってきたのか不思議

でした。

　しもべには、三位一体のうちの第２の位格が、込められているのです。そして、しもべはアダム

を表しており、それはすなわち、すべての人類を表しているのです。ですから、私が「子」という

時、それは父なる神と全く同等の神性を意味し、また私が「しもべ」という際には、それはキリス

トの人性を意味し、それはすなわち義しきアダムなのです。しもべが近くに立っていることによっ

て、子であることが理解され、また左側に立っていることから、アダムであることが分かります。
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主人は父なる神です。しもべが子、すなわちキリストであるイエスなのです。聖霊は両者のうちに

ある同等の愛です。アダムが堕落したとき、神の子は転倒しました。なぜならば、天でなされた義

しき結合故に、神の子はアダムからはなれることができなかったのです。なぜかというと、アダム

によって、私はすべての人を理解するからです。アダムは、生から死へと、このあさましい世の淵

へと落ち、後に地獄へと落ちました。神の子はアダムとともに、乙女のお腹の中の深みへと落ちま

した。それはアダムの一番すばらしい娘だったのです。ですから、アダムを、天上と地上でのとが

から解き放つこととなりました。そして、神の子はアダムを力強く地獄から救い出したのです。

　しもべのうちなる英知と善からは、神の子が理解されます。左側に立ち、身にまとっている働き

手としての粗末な衣服は、人性とアダムを表しています。そしてそれは、あとに続く、罪と弱さを

も備えています。というのも、この一連の中で、我らがよき主は、ご自身の子とアダムをお示しに

なり、しかもそれはひとりのうちに示されたのです。我々に備わっている力と善は、イエス・キリ

ストに発します。我々に備わっている弱さと盲目さは、アダムに発します。そしてこれらふたつが、

しもべのうちに示されたのでした。

　このようにして、我らが善き主、イエスが、我々の罪を背負われたのです。ですから、我らが父は、

自らの子に、すなわちありがたきキリストに、罪を負わせる以上に我々に罪を負わせることはでき

ませんし、しようともなさりません。このように、キリストは地上に降り来る前は、人類を再び天

国へと連れ戻すという誉れ高きあの行いを成すために、父がキリストを遣わすその時まで、準備万

端整えて、父のみ前にたたずんでいるしもべでした。つまり、神性については父と同じくキリスト

は神であるにもかかわらず、父のご意思を果たすために、人を救うために人となる、という先見の

明ある目的をもって、キリストは父のみ前にしもべとして立ち、喜んで我々が負うべき責めを背負

われたのです。そしてその後、キリストは、父の命によって喜々として走り出し、まもなく、とて

も低いところへと、乙女のお腹の中へと、落ちました。自分自身のことなどまったく顧みず、自分

の苦痛など一顧だにせずに。着ていた白いチュニックは、肉体を表しています。一重であるのは、

神性と人性の間に全くなにものも介在しないことを表しています。ぴったりとしているのは、貧し

さを。古さは、アダムが着用していたことを。汗で汚れているのは、アダムの苦難を。丈の短さは、

しもべの労働を示しています。

　そして、子が立ったまま、心の中でこのように言うのを、私は目にしました。「さあ、我がいと

しき父よ、我はあなた様のみ前にアダムのチュニックをまとい、走り出す準備をすっかり整え、立っ

ております。あなた様の誉れをなすため、あなた様が我を遣わしたき時に、我は地上に参らん。い

かほどの期間を我は望むべきか」全くもって実に、いつ父がお望みになるか、どのくらいの期間を

お望みか、子は知っておりました。すなわち、神性に関わることなのです。なぜなら、子は父の英

知なのですから。したがって、このように、キリストの人性に関する理解が示されました。キリス

トのありがたき托身とこの上ない受難によって救われるべきすべての人類にとって、すべてはキリ

ストの人性にかかっているのです。なぜならば、キリストは頭であり、我々が手足なのです。そし

てその手足には、いつさまざまな仮の苦しみや悲しみが終りを迎えるか、いつ永遠の喜びと至福が

成就するか、その日時は知らされていないのです。また、その日と時間を知りたいと、天国の一団

は願っているのです。そして、天国へと至ることになっており、天の下にいる者たちにとって、そ

こへ至る道は、望み、願うことなのです。その願いと望みは、主人の前に立つしもべによって示さ
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れました。あるいは、別の言い方をすれば、アダムのチュニックを着て父なる神の前に立っていた

子において示されました。なぜならば、救われるべきすべての人類の苦悩と願いが、イエスのうち

に現れたからです。なぜなら、イエスが救われるべき者であり、救われるべき者みなが、イエスな

のです。そして、すべては神の愛によって、我々にふさわしい従順さと謙虚さ、そして忍耐と徳をもっ

てなされるのです。また、この驚くべきたとえの中に、私に対する教えが含まれています。それは

まるで、初歩の手ほどきのようなもので、なんとかいくらかは、我らが主のみ心を理解できるので

はないかと思われます。なぜかというと、啓示の神秘の部分がそこに隠されているからです。もっ

とも、啓示というものは神秘であふれているものなのですが。父が座していることは、父の神性を

表しています。それはつまり、安息と平安を示しています。なぜなら神性は、いかなる労苦をも伴

わないからです。そして、父自身が主人の姿で現れたのは、我々の人性を表しています。しもべが

立っていたことは、労苦を表現しています。片側によって、左側であったことは、しもべが主人の

真っ正面に立つには値しなかったことを表しています。しもべが走り始めたことは、神性を、走っ

たことは人性を、表していました。なぜなら、神性は父に始まり、乙女のお腹の中へと至り、我々

の本性となるからです。そしてこの落下の際に、父はたいへんな苦労をしました。父が経た苦労は、

我々の肉体であり、そこでまたとても激しい苦痛を味わったのです。主人の前で、畏れを抱いて、

しもべが真っ正面でないところに立っていたのは、しもべの服装が主人の真っ正面に立つには値し

ないものだったことを表しています。しもべが働き手のうちは、それは不可能ですし、すべきでは

ないことなのです。また、しもべは、苦労して働き、自らの平安を正当な手段によって手に入れる

までは、安息と平安のうちに、主人とともに座すことも許されはしないのです。そして、左側にい

たことによって、父が望んで、容赦せずに自らの子を、人のまま、人のあらゆる苦痛を味わせたこ

とを表しています。チュニックがところどころボロボロになって、裂けていたのは叩かれ、むち打

たれ、とげや釘に引っかかり、引っ張られ、引きずられ、柔らかな肉が裂けたことを表しています。

私が幾分か見たように、肉は頭蓋骨から引きはがされ、流血が終るまでには、切れ切れになりまし

た。そしてそれから、また乾き始め、骨に凝り固まったのです。そして、転げ回って身もだえした

こと、嘆き悲しんだことは、乙女のお腹に落ちた時から、肉体が殺され、死して、自分が救うため

に送られたすべての人々といっしょに魂を父のお手にお返しするまでは、決して力強く昇ることが

できなかったことを表しています。そして、この時になってはじめて、子が力を示し始めます。な

ぜなら、地獄へ行き、そしてそこで、深淵の底から、高貴な天上で自分に結び合わされた、大きな

根っこを引き上げたからです。体は復活祭の翌日まで墓の中にあり、それ以降は、横たわっている

ことはもはやありませんでした。なぜなら、転げ回り、のたうち回り、嘆き悲しむことに義しく終

止符が打たれたからでした。そして神の子が引き受けて下さった我々の邪悪で罪深い肉は、それは

アダムの古びたチェニックで、窮屈で、みすぼらしく、丈が短かかったのですが、その時になって

我らが救い主によって、作り直され、すばらしいものとなりました。白く、明るく、尽きせぬ清浄

さをもち、ゆったりとしていて、父がお召しのところを私が目にした衣服よりも、よりすばらしく、

凝ったものでした。なぜなら、その服は青でしたが、キリストの服は今やすてきにお似合いで、と

てもすばらしく、筆舌に絶するような混合色だからです。なんとなれば、それがまさに誉れのすべ

て、そのものであるからです。今や、主は地上の荒野にお座りではありません。天上に納得づくで

お造りになった高貴な街に座しておられます。今や子は、父のみ前にしもべとして畏れを抱きなが
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ら、粗末な身なりで、一部裸で、立っているのではありません。子は、父の真右に立ち、無上の喜

びにあふれて立派な衣装を身にまとい、頭上には豊かで貴重な冠を載せています。なぜならば、我々

が子の冠であると示されたからで、その冠は、父の喜びであり、子の誉れ、聖霊のお気に召すとこ

ろとなり、天国の人々みなの、驚くべき、終りなき至福なのです。今や、子は父のみ前で左側に働

き手として立っているのではなく、父の右側に無限の安息と平和のうちに座しています。しかしそ

れは、この世で人が別の人と並んで座っているように、子が右側に座っている、ということではあ

りません。なぜなら、私の目には、三位一体の神にはそのような座り方はないからです。そうでは

なく、子が父の右側に座っている、というのはすなわち、父の喜びの至高の極みのうちにある、と

いうことなのです。さて、今や伴侶は、すなわち神の子は、尽きせぬ喜びの美しい乙女である、い

としき妻とともに平和のうちにあります。今や、まさに神であり人である子は、平穏と平和のうち

に、自分の街に座しています。それは父が、無限の目的にかなうようにと、子のために整えたもの

です。父は子の中にあり、聖霊は父と子の中にあるのです。

* 本稿は Julian of Norwich（ノリッジのジュリアン）のRevelation of Love（愛の啓示）の長いバー
ジョンの試訳、その第２部である。第１部（２章から 14 章）は、茨城女子短期大学紀要 32 集（2005：

pp. 21-36）に掲載されている。次回の第３部で完結の予定である。
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